
「れんげまつり」であまご
のつかみどりや春日戦国太
鼓の体験をする参加者。「味
まつり」で丹波大納言小豆
積み大会や屋台を楽しむ参
加者。

⑥

５月３日、ゴールデンウィーク恒例の春の丹波路味まつりとれんげまつりが、おばあ

ちゃんの里とその周辺で行われました。味まつりでは、地元農産物加工品の販売や柏

もちづくりなどの体験イベントが、れんげまつりでは春日戦国太鼓の演奏やあまごの

つかみどりなどの催しが行われ、子どもたちの元気な歓声が青空に響いていました。

春の丹波路味まつりと野上野れんげまつり（春日地域）

食べて！遊んで！

たっぷり楽しむ連休！
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投票区 投票所の名称 行　政　区

氷 上 第 １ 氷上文化センター 上成松、黒田、犬岡、西中東、西中西、西中南、
西中北東、西中北西

氷 上 第 ２ 中央公民館実習室
常楽、新田、中央通、北町、成松新町、西町、上町、
宮前、中町、下町、東町、八幡町、県営住宅成松
団地

氷 上 第 ３ 谷 村 公 民 館 稲畑、新郷、谷村

氷 上 第 ４ 朝
あ さ か

阪 公 民 館 上油利、下油利、朝阪、小野、福田、佐野

氷 上 第 ５ 下 新 庄 公 民 館 下新庄、上新庄、大谷、長野、柿柴、柿柴東

氷 上 第 ６ 中 野 公 民 館 清住、中、三方、中野、三原

氷 上 第 ７ 北 小 学 校 体 育 館 絹山、香良、伊佐口、日比宇、鴨内、小谷、氷上、
南油良、北油良、桟敷

氷 上 第 ８ 氷上北地区交流施設 沼、北御油、南御油、井中、北田井、南田井、西田井、
田中

氷 上 第 ９ 生
いくさ と

郷自治振興会館
（改修時は東小学校体育館）

地頭、石生新町、領町、南町、北野、大崎、サンコー
ポラス

氷上第 10 ポップアップホール
（ ゆ め タ ウ ン ）横田、市辺、本郷、稲継

 　 

投票区 投票所の名称 行　政　区

山南第１ 上久下地域づくりセンター 青田、阿草、上滝、下滝、篠場、畑内、北太田、太田

山南第２ 岡 本 公 民 館 大河、池谷、長野、玉巻、柏マチ、松ヶ端、奥野々、
岡本、金屋

山南第３ や ま な み ホ ー ル 山崎、野田、谷川１区～11区、大谷

山南第４ 小川小学校体育館 村森、井原、奥、野坂、南中、岩屋

山南第５ 和田地域づくりセンター 若林、富田、小野尻、和田、山南雇用促進住宅、金倉、小新屋

山南第６ 山 本 公 民 館 小畑、西谷、山本、五ケ野、坂尻

山南第７ 前 川 公 民 館 梶、前川、北和田、応地、草部

 　 

投票区 投票所の名称 行　政　区

市島第１ 竹田コミュニティセンター
友政、安下、大森、新道貝、水西、市ノ貝、高坂、岩倉、
くすのき台、石原、森、表、寺内、才田、中村、樽井、
薬師台

市島第２ 前
さきやま

山コミュニティセンター 徳尾、大杉、谷上、鴨阪、尾端、下鴨阪、今中、宮ノ下、段宿、十市、八日市、矢代、こかべ台

市島第３ 市島支所１階フロア 梶原、上田、市島、藤野、上垣、北岡本

市島第４ 鴨
かものしょう

庄 小学校体育館 南、喜多、端、岩戸、上牧、北奥、戸平、柊

市島第５ 三輪小学校体育館 戸坂、白毫寺、与戸、乙河内、酒梨、勅使、東勅使、
長者台、城ヶ花

投票区 投票所の名称 行　政　区

春 日 第 １ 春日公民館大会議室 上ゲ町、横町、芝町、小山、本町、新町、仲町、西町、
杉ノ下、局の里、平松、稲塚、大野、古河

春 日 第 ２ 野村コミュニティセンター 下野村、木寺、惣山、奥野村、西野々

春 日 第 ３ 春
か す か べ

日部小学校体育館 多利、小多利、池尾、多田、七日市、野上野

春 日 第 ４ 大路小学校体育館 上三井庄、下三井庄、鹿場

春 日 第 ５ 老人福祉センター「三
みつおそう

尾荘」中山、松森、広瀬、栢野、野瀬

春 日 第 ６ 春日農村環境改善センター 東中、国領、棚原、柚津

春 日 第 ７ 船
ふ な き

城小学校体育館 朝日、園部、石才、歌道谷、坂、野山、天王、長見、
新才、牛河内、山田

 　 

投票区 投票所の名称 行　政　区

青 垣 第 １ 青垣住民センター
別 館 研 修 室

新町、新川町、東町、中町、荒神町、愛宕町、上町、
本町、大正町、県営住宅佐治団地、小倉、森、市原、
岩本、大箕、寺内、小和田、矢の内、沢野、奥塩久、
旭町、ウリウト、口塩久　　　　　　　　　

青 垣 第 ２ 芦田小学校体育館 東芦田、田井縄、栗住野、西芦田

青 垣 第 ３ ひ だ ま り 大名草、大稗、小稗

青 垣 第 ４ 神
し ぐ ら

楽の郷交流センター 桧倉、惣持、文室、稲土

青 垣 第 ５ やまびこセンター萬
ばんざいさん

歳山 杉谷、平野、岡見、中佐治、応相寺、下地、上地、向、平地　　　　　

青 垣 第 ６ 遠 阪 公 民 館 徳畑、和田、遠阪、今出

投
票
所
に
一
番
最
初
に
来
た
人

に
は
、
あ
る
特
典
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
何
で
し
ょ
う
？

一
部
の
投
票
所
が
変
更
に
な
り
ま
す

①　

記
念
写
真
を
撮
っ
て
も
ら
え
る

②　

投
票
箱
の
中
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

③　

一
番
乗
り
証
明
書
を
も
ら
え
る

③　

一
番
乗
り
証
明
書
を
も
ら
え
る

②　

投
票
箱
の
中
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

①　

記
念
写
真
を
撮
っ
て
も
ら
え
る

　

丹
波
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
有

権
者
間
の
公
平
性
の
確
保
や
投
票
区
規

模
の
適
正
化
な
ど
の
観
点
か
ら
、
投
票

区
（
68
か
所
）
の
見
直
し
を
行
い
、
40

か
所
に
統
廃
合
し
ま
し
た
。
下
記
の
投

票
区
で
の
選
挙
は
、
今
年
７
月
に
予
定

さ
れ
て
い
る
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
か

ら
と
な
り
ま
す
。
選
挙
の
際
に
は
、
各

世
帯
に
お
届
け
す
る
「
投
票
所
入
場
券
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
を
必
ず
ご

確
認
の
上
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご

来
場
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ま
の
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

丹
波
市
選
挙
管
理
委
員
会　
　

　
　

☎
82
‐
１
０
０
１(

代)

投票区 投票所の名称 行　政　区

柏原第１ 屋 敷 公 民 館 屋敷、新町、古市場、石田町（一部）、上中町、本町、
下町（一部）、東奥、見長

柏原第２ 柏原人権啓発センター 石田町（一部）、北中、室谷、小南

柏原第３ 木 の 根 セ ン タ ー 下町（一部）、下町沖田、南多田、県営柏原南多
田団地

柏原第４ 下 小 倉 公 民 館 石戸、上小倉、下小倉

柏原第５ 北山ふれあいセンター 挙田、大新屋、鴨野、東鴨野、北山、田路、母坪、
挙田雇用促進住宅、市営住宅挙田団地

柏原地域

氷上地域

山南地域

青垣地域

Ｑ

春日地域

市島地域

投票区と投票所の名称
　　　※（下線）が、変更になった投票所および行政区です。

投
票
区
の
見
直
し
に
よ
り
、
７
月
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
か
ら答

え
は
こ
ち
ら
か
ら
！

クイズ



大雨による被害が出た現場

1 時間雨
量（ミリ） 予報用語 受けるイメージ 人への影響 屋外の様子 車に乗っていて 災害発生状況

10～20 や や
強 い 雨ザーザーと降る

地面からの跳
ね返りで足元
がぬれる 地面一面に水

たまりができ
る

長くつづくときは注意が必要

20～30 強 い 雨どしゃ降り
傘をさしてい
てもぬれる

車内では、ワイパーを早くして
も見づらい

側溝や下水、小さな川があふれ、小
規模のがけ崩れがはじまる

30～50 激しい雨バケツをひっくり返したように降る
道路が川のよ
うになる

高速走行時、車輪と路面の間に水
膜が生じブレーキが効かなくなる

山崩れ・がけ崩れが起きやすくなり、
危険地帯では避難の準備が必要

50～80 非常に激し い 雨
滝のように降る（ゴー
ゴーと降り続く） 傘はまったく

役に立たない

水しぶきであ
たり一面が
白っぽくな
り、視界が悪
くなる

車の運転は危険

土石流が起こりやすく、多くの災害
が発生する

80～ 猛烈な雨息苦しくなるような圧迫感で恐怖を感じる
大規模災害の発生の恐れが強く、厳
重な警戒が必要

1 時間雨

受
信
機
の

チ
ェ
ッ
ク
!!

非
常
持
出
品

をチ
ェ
ッ
ク
!!

雨
の
降
り
方

に
要
注
意
!!

Q市からの災害に関する情報は？
A随時、防災行政無線と防災メール、広報車な
どでお知らせします。

災害への備え、万全ですか？！

防災行政無線の戸別受信機は、災害時の緊急連絡や
行政情報などのお知らせのため、各ご家庭などに設
置されています。平常時は家庭用電源により作動し
ていますが、停電時は自動的に内蔵の乾電池に切り
替わります。台風などの風水害に備えて点検し、必
要に応じて乾電池を交換しましょう。

[ 点検方法］
①電源を入れたままコンセントを抜きます。
②自動的に乾電池ランプ（青垣地域は電源ランプ）
が点灯すれば問題ありません。ランプが点滅したり
何も点灯しない場合は、乾電池を交換しましょう。
※乾電池カバーの開け方…受信機前面の左中央部分
にある４つの突起を押さえながら左にすべらせる。
※乾電池を交換しても不具合が生じる場合は、氷上・
春日地域は各庁舎へ、その他の地域は最寄りの支所
までご連絡ください。

風水害に備えて…

防災行政無線戸別受信機
の乾電池を点検しましょう

雨が降りだしたら…

雨の降り方をチェック
して避難に備えよう！

非常持出品に

ラジオ、懐中電灯、
水は必需品です

※青垣地域は別機種ですが、
乾電池カバーは受信機前面
にあります。

※乾電池ランプ→

携帯電話やパソコンに災害情報や気象警報を配信！

　年々、台風の襲来や梅雨前線の停滞による豪雨に加え、様々な要因が重なり
合い、局地的に発生する集中豪雨（ゲリラ豪雨）の発生回数が増えてきていま
す。今年も多雨期を迎えます。いつやってくるか分からない「災害」に対する、
あなたの備えは万全ですか？

１時間に雨が畳２枚の広さに
降った場合の雨量の目安
１ミリ…１升びん約２本分
100 ミリ…ドラム缶約 1.5 本分

市では、災害時、あらかじめ登録いただいた携帯電
話やパソコンに、気象警報や市からの緊急情報をメ
ールで配信する「丹波市防災メール」を運用してい
ます。ご利用いただくためには、受信したい携帯電
話やパソコンをあらかじめ登録しておく必要があり
ます。登録料は無料。ただし、ウェブ接続料・メー
ル受信料は別途かかります。万が一の災害発生時に、
いち早く情報を入手し、危険の回避、安全確保に役
立てるため、ぜひご登録ください。

問 生活安全課 ☎ 82‐1532

電池はありますか？万一
に備えて乾電池の点検・
交換をしましょう。

懐中電灯・携帯ラジオ

くつした

避難場所での寒
さ対策として、
足元を温めるた
めのくつしたが2
～３足あると便
利です。 医薬品貴重品

一人１日

３ℓの水が
必要です。

停電・気象
情報の収集
の た め に、
懐中電灯や
ラジオは点
検を。

貴重品

非常食・飲料水

避難場所での寒

足元を温めるた
めのくつしたが2
～３足あると便
利です。

［送信する情報］
○緊急気象情報…地震、気象警報など
○緊急情報…避難情報など
○お知らせ情報…防災に係る情報

詳しい登録方法は市のホームページ(http://www.
city.tamba.hyogo.jp/) にも掲載しています。

info@bosai.net

検索丹波市防災メール

info@bosai.net

「丹波市防災メール」
登録ＵＲＬ

「丹波市防災メール」への登録はもうお済みですか？

非常持出品として、次のものを準備しておきま
しょう。

時間雨量と降り方 

１時間に雨が畳２枚の広さに

100 ミリ…ドラム缶約 1.5 本分

１時間に雨が畳２枚の広さに

100 ミリ…ドラム缶約 1.5 本分

１時間に雨が畳２枚の広さに

100 ミリ…ドラム缶約 1.5 本分

災害に関する情報は、市からも、防災行政無線や
丹波市防災メールなどでお知らせしますが、余

裕を持って避難したり被害を最小限に食い止めたり
するには、事前の備えや気象情報の収集が必要です。

「北播丹波」➡「丹波市」
これまで、大雨や洪水などの警報や注意報が発令される
場合、丹波市は「北播丹波」として発令されていましたが、
５月 27日からは「丹波市」として発令されます。発表
単位が小さくなることで、より正確な防災情報が得られ
るようになります。積極的に防災対策に役立てましょう。

「
現
在
、
○
○
が
土
砂
崩
れ
の
た
め

通
行
止
め
と
な
っ
て
い
ま
す
」

「
こ
れ
ま
で
に
降
っ
た
大
雨
に
よ
り
、

地
盤
の
緩
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

土
砂
災
害
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
」

「
○
○
川
周
辺
の
住
民
の
方
に
避
難
勧
告
を

発
令
し
ま
す
。
○
○
地
区
の
方
々
は
、

最
寄
り
の
避
難
所
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
」

「
丹
波
市
災
害
対
策
本
部
か
ら

水
害
に
関
す
る
情
報
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
」

※ふたを押さえながら
左にスライドすると開
きます。

単２の
乾電池を４
本ご用意く
ださい

※防災行政無線は、緊急放送時には自動的に最大音
量に切り替わります。

１ミリ
の雨量

1.8 ℓびん
２本分

ドラム缶
1.5 本分

100
ミリの
雨量

気象警報・注意報の発表単位が
５月27 日から変わります
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Ｖｏｌ⑯　
葛野報徳自治振興会（氷上地域）
かどのふれあい交流広場で都市との交流

葛野報徳自治振興会では、ふれあいバスの試験
運行に続き、県民交流広場事業の採択を受

け、貸農園や椎茸栽培・カブト虫飼育などの事業
を展開し、都市と農村の交流を促進する取り組み
を行っています。この取り組みによって丹波市や
「かどの」の良さを知ってもらい、都市からの集
客と定住促進につなげようとの機運が高まってい
ます。また、少子高齢化が進む当地区では、都市
との交流により住民自らが故郷の良さを再発見す
る機会となり、若者などの都市への流出防止にも
寄与できるものと考えています。

これらの活動を通して、定住希望者が増加し、
地域に新たな活力が創出されることを期待

しています。「かどのの郷」のふれあい交流広場
ではホームページを開設し、広く一般に貸農園等
の申し込みや地域を紹介しています（アドレス：
http://www.tambakadono.jp）。

地域づくり事業　
自治協議会活動紹介
地域づくり事業　
自治協議会活動紹介

とぴっくす
ま
・ち
・か・ど

椎茸原木菌打ち作業

電子黒板を活用した授業イメージ

左から村上茂さんと村上祐喜子さん（５月 12
日 出版記念のつどいにて）。

市内の小中学校に
電子黒板を導入しました

市内の全小中学校に、スクリー
ンとホワイトボードの機能を

併せ持った電子黒板を導入しまし
た。この電子黒板は、コンピュータ
と接続することで大型モニターに動
画や写真などの資料を映し出すこと
ができ、さらにその上から電子ペン
で書き込むこともできます。また、
画面を保存して、いつでも取り出す
こともできます。

市では、この電子黒板の導入に
より、教師が大事なポイント

を指し示したり児童や生徒を注目さ
せたりするなど、よりわかりやすい
授業を展開していくことをめざして
います。

電子黒板は、直接大型モニターにふれながら書き込めるため、コンピュータを操作するのとは違っ
て感覚的に扱うことができ、教師だけでなく児童や生徒にも扱いやすくなっています。今後、わ
かりやすい授業づくりをめざし、電子黒板の活用を進めていきます。

教師を対象に授業で使うための研修会を実施

田ステ女俳句ラリー
「綿かごに 綿のあふるる 
夏座敷」

柏原藩陣屋跡前の投句所で投句する参
加者。最高賞の「ステ女賞」には、屋
部きよみさん（伊丹市）の「綿かごに
綿のあふるる夏座敷」が選ばれました。

学校の周辺道路で実技訓練する子ども
たち

市内の各小学校で３年生を
対象にした自転車教室が

今年もはじまりました。教室が
終わると、自治会や校区内を自
転車で走るようになります。ま
だまだ運転が未熟ですので、車
を運転される方などは、自転車
を見かけたら十分注意して通行
してください。

今年も自転車教室が

はじまりました 発見者の村上さんが絵本出版

「丹波竜からのおくりもの」

10 ｷﾛの部のスタート。緊張の一瞬（上）。緑
あふれる公園を発着するさわやかなコース
（下）。

三ッ塚マラソン大会　

2,597 人が新緑の丹波路を

力走

第23回丹波市・三ッ塚マラソン
大会が、５月９日、三ッ塚史

跡公園周辺で開催されました。東は
千葉県、西は福岡県と、全国各地か
ら2,597人のランナーが集い健脚を
競いました。

今回は、マラソンの早狩実紀さん
らが招待選手として参加。参

加者たちは沿道からの声援を受けな
がら、「花と緑のコース」を駆け抜け、
ゴールをめざして走りました。

丹波竜化石発見者の一人、村上
茂さん（山南町下滝）が、「命

のつながりの大切さを伝えたい」と
丹波竜を題材に執筆した絵本「丹波
竜のおくりもの」が完成しました。
イラストは、かねてから親交のあっ
た絵本作家の村上祐喜子さん（大阪
府）に依頼し、上久下地域自治協議
会が製作されたもの。1,000部印刷
し、子どもたちの教育に役立てても
らおうと丹波・篠山両市の小学校や
図書館などに配布されたほか、書店
などでも販売されています。

やさしいストーリーとタッチが
人気で、「普段離れて暮らす孫

との関わりの時間を持つときにぜひ
読んで聞かせてあげたい」と、おじ
いちゃんおばあちゃん世代が数冊
買っていかれることが多いとか。子
どもが楽しむだけでなく、大人が読
んで子どものころに戻りたくなるよ
うな絵本です。

し、子どもたちの教育に役立てても
らおうと丹波・篠山両市の小学校や
図書館などに配布されたほか、書店

さしいストーリーとタッチが
人気で、「普段離れて暮らす孫

との関わりの時間を持つときにぜひ

左から村上茂さんと村上祐喜子さん（５月 12

との関わりの時間を持つときにぜひ
読んで聞かせてあげたい」と、おじ
いちゃんおばあちゃん世代が数冊

左から村上茂さんと村上祐喜子さん（５月 12
日 出版記念のつどいにて）。

し、子どもたちの教育に役立てても
らおうと丹波・篠山両市の小学校や
図書館などに配布されたほか、書店

さしいストーリーとタッチが
人気で、「普段離れて暮らす孫

との関わりの時間を持つときにぜひ

絵本は、少年が夢の中で丹
波竜と出会い心を通わしながら、
命の尊さや自然環境の大切さを学ぶ
ストーリー。弱肉強食の世界や命の連
鎖など、現代との違いを、少年と丹波竜
とのやりとりで表現しています。
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教
育
た
ん
ば

母の日の５月９日、「第 14
回田ステ女俳句ラリー」

が柏原支所周辺で開催されま
した。地元や阪神間などから
130人が参加。すがすがしい晴
天のもと、参加者らは木の根橋
や柏原藩陣屋跡などを巡りな
がら句を詠みました。

今回は、西垣和子丹波木綿
展や太鼓やぐらの内部公

開、自治協議会主催の「まちか
どウォークラリー」も同時開催
され、街中がにぎわいました。

＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊

6 月 1 日は 「善意の日」

兵庫県では、一人ひとりの善意
と誠意を結び、集め、育てる

ことによって、社会の福祉を増進
するとともに、明るい豊かな郷土
づくりを進めていきたいと、毎年
6月1日を「善意の日」と定め各
地で記念行事を行っています。丹
波市でも、当日ＪＲ柏原駅で啓発
グッズの配布などを行います。
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新
任
医
師
の
紹
介

４
月
か
ら
県
立
柏
原
病
院
に
新
た
に
着
任
さ
れ
た
医
師
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

2009. ２たんば　　　　8

［こちら市長執務室］

［今月の市長］

市長からのメッセージ

県
と
同
大
学
と
の
「
地
域
医
療
連
携
推
進

事
業
」
協
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
特
命
教

授(

非
常
勤)

に
つ
い
て
も
、
昨
年
に
引

き
続
き
３
人
の
医
師
が
外
来
診
療
を
行
い

な
が
ら
、
研
修
医
の
指
導
・
育
成
に
あ
た

る
な
ど
、
若
手
医
師
の
確
保
・
定
着
に
向

け
た
魅
力
あ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

②
総
合
内
科
診
療
を
開
始

　

当
院
の
再
生
に
は
、
内
科
診
療
の
充
実

が
重
要
で
す
。
昨
年
度
は
、
肺
が
ん
の
精

密
検
査
や
放
射
線
治
療
等
に
対
応
で
き
る

呼
吸
器
内
科
外
来
の
拡
充
、
多
く
の
患
者

さ
ん
の
検
査
が
同
時
に
で
き
る
内
視
鏡
セ

ン
タ
ー
の
開
設
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
４
月
１
日
か
ら
新
た
に
総
合
内

科
医
を
配
置
し
、
い
ろ
ん
な
症
状
で
受
診

さ
れ
る
患
者
さ
ん
に
対
し
、
全
身
的
か
つ

総
合
的
に
診
断
お
よ
び
治
療
を
行
う
総
合

内
科
診
療
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

③
地
域
医
療
連
携
を
更
に
推
進

　

昨
年
来
、
当
院
の
地
域
医
療
連
携
室
の

機
能
を
フ
ル
に
生
か
し
、
医
師
会
の
先
生

方
の
ご
協
力
を
得
て
、
患
者
さ
ん
の
紹
介
・

逆
紹
介
を
促
進
し
た
結
果
、
紹
介
患
者
数

等
の
実
績
は
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
開
放
型
病
床
を
活
用
し
、
地
域
の

か
か
り
つ
け
医
と
協
力
し
て
患
者
さ
ん
を

治
療
す
る
取
り
組
み
も
開
始
す
る
な
ど
、

地
域
医
療
連
携
の
取
り
組
み
に
力
を
注
い

で
い
ま
す
。

地
域
に
信
頼
さ
れ
る
医
療
を
め
ざ
し
て　

　

県
立
柏
原
病
院
は
、
医
師
不
足
に
よ
っ

て
低
下
し
た
診
療
機
能
を
回
復
す
べ
く
、

平
成
20
年
に
策
定
し
た
「
県
立
柏
原
病
院

再
生
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
職
員
一
丸
と

な
っ
て
診
療
機
能
の
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
で
は
、
医
師
の
減
少
に
も
歯

止
め
が
か
か
り
、
医
師
数
も
若
干
増
加
傾

向
に
あ
り
、
診
療
機
能
は
徐
々
に
回
復
し
、

医
師
会
の
先
生
方
や
地
域
住
民
か
ら
の
信

頼
も
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
丹
波
地
域
の
中
核
病
院
に

ふ
さ
わ
し
い
診
療
機
能
の
確
保
に
努
め
、

よ
り
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
病
院
と
な
る
よ

う
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

＊　

＊　

＊

1
新
た
な
体
制
に
よ
り
診
療
機
能

の
充
実
・
向
上
を
図
り
ま
す

①
常
勤
医
師
が
増
加

　

医
師
確
保
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
本
年

４
月
１
日
か
ら
常
勤
医
師
が
５
人
増
え
23

人
に
な
り
ま
し
た
。
内
科
の
２
人
増
を
は

じ
め
、
外
科
、
産
婦
人
科
で
各
１
人
増
と

な
っ
た
ほ
か
、
非
常
勤
対
応
だ
っ
た
麻
酔

科
医
師
が
常
勤
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

県
と
市
が
平
成
20
年
に
創
設
し
た
高
度
医

療
と
地
域
医
療
を
担
う
医
師
を
育
成
す

る
「
地
域
循
環
型
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

で
は
、
神
戸
大
学
か
ら
引
き
続
き
常
勤
医

師
５
人
を
派
遣
し
て
い
た
だ
き
、
丹
波
地

域
の
医
療
を
支
え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

「病院からの報告」県立柏原病院

沢　秀博 医師

野村 和久 医師 原田　文 医師 与茂田 愛 医師山本 晃裕 医師

クリック！県立柏原病院　   検 索

➡

　

兵
庫
県
市
長
会
は
、29
人
の
市
長
で
構
成
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
市
の
課
題
を
持
ち
寄
り
共
通
課
題

を
県
当
局
に
要
請
し
た
り
、
近
畿
市
長
会
・
全

国
市
長
会
を
通
じ
て
国
政
に
反
映
し
て
い
た
だ

く
要
請
行
動
を
行
っ
た
り
、
国
・
県
・
各
市
の

情
勢
・
情
報
交
換
す
る
こ
と
を
役
割
と
し
て
い

ま
す
。

　

去
る
４
月
27
日
（
火
）、
平
成
22
年
度
第
１

回
県
市
長
会
が
開
催
さ
れ
、
新
役
員
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
私
は
副
会
長
に
指
名
さ

れ
、
た
つ
の
市
の
西
田
市
長
を
会
長
に
２
か
年

間
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
先
行
き

不
透
明
な
時
代
、
課
題
山
積
の
中
、
力
強
く
要

請
活
動
に
精
を
出
し
て
行
く
覚
悟
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
過
日
議
会
で
、
現
在
私
が
就
任
し

て
い
る
公
務
の
役
職
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か

と
い
っ
た
質
問
が
あ
り
、
主
な
も
の
だ
け
で
42

ほ
ど
あ
る
と
お
答
え
を
い
た
し
ま
し
た
。
す
な

わ
ち
、
旧
６
町
長
さ
ん
が
就
任
さ
れ
て
い
た
分

を
私
一
人
で
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
当
た

り
前
の
こ
と
と
は
い
え
少
々
多
忙
で
あ
る
こ
と

は
事
実
で
す
。

　

例
え
ば
、
兵
庫
丹
波
の
森
協
会
理
事
長
、
丹

波
少
年
自
然
の
家
管
理
者
、
氷
上
多
可
衛
生
事

務
組
合
管
理
者
、
県
農
業
共
済
理
事
、
県
治
山

④
臨
床
研
修
医
の
受
け
入
れ
を
再
開

　

今
年
度
は
、
こ
こ
数
年
途
絶
え
て
い
た
臨
床

研
修
医
の
受
け
入
れ
を
再
開
し
、
若
手
医
師
の

教
育
活
動
を
通
じ
て
病
院
に
活
気
を
取
り
戻
し

ま
す
。
基
幹
型
臨
床
研
修
病
院
と
し
て
、
初
期

臨
床
研
修
医
２
人
を
今
年
４
月
か
ら
受
け
入
れ

て
い
る
ほ
か
、
青
垣
診
療
所
の
協
力
の
も
と
、

協
力
型
臨
床
研
修
病
院
と
し
て
２
年
次
臨
床
研

修
医
を
毎
月
１
人
ず
つ
（
延
べ
12
人
）
受
け
入

れ
ま
す
。

2
魅
力
あ
る
医
療
機
器
等
の
整
備

①
手
術
中
の
遠
隔
病
理
診
断
シ
ス
テ
ム
を
導
入

　

今
年
４
月
か
ら
、
が
ん
手
術
中
の
組
織
標
本

の
顕
微
鏡
画
像
を
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
へ
送

信
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
専
門
医
が
病
理
診
断

で
き
、
よ
り
安
全
な
手
術
を
実
現
し
ま
す
。

②
高
度
医
療
機
器
を
更
新　

　

今
年
度
、
Ｃ
Ｔ
お
よ
び
ア
ン
ギ
オ
（
血
管
連

続
撮
影
装
置
）
の
高
度
医
療
機
器
を
最
新
の

主
流
機
種
に
更
新
す
る
こ
と
に
よ
り
、
患
者
さ

ん
の
身
体
的
負
担
の
軽
減
や
循
環
器
疾
患
の
診

断
向
上
を
図
り
ま
す
。

③
電
子
カ
ル
テ
を
導
入

　

電
子
カ
ル
テ(

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム)

を
導

入
し
、Ｉ
Ｔ
化
を
推
進
し
ま
す
。今
年
３
月
か
ら
、

一
部
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
（
検
査
等
依
頼

シ
ス
テ
ム
）
を
稼
働
さ
せ
、
10
月
か
ら
の
本
格

稼
働
に
向
け
て
現
在
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

宮本 宣友 医師竹安 伸午 医師 久禮　泉 医師 河﨑　悟 医師

丹波の魅力を発信 ! 江
えが み ご う

上剛さんと対談しました
丹波市の魅力と観光をアピールするため、作家であ
りコメンテーターとして活躍されている江上 剛さん
（山南地域出身）と辻市長の対談を行い、丹波市の魅
力や良さについて語りました。この模様は、５月 31
日（月）の神戸新聞に対談記事として掲載されるほ
か、６月８日（火）午後７時からラジオ関西（558KHz）
で放送されます。 左から辻市長、江上剛さん、アナウンサーの三上公也さん

（ラジオ関西にて）

春の叙勲で旭日双光
章を受章された中尾
時雄さん宅（青垣町
沢野）に表彰の伝達
に行きました。

﹇
外　

科
﹈

﹇
放
射
線
科
﹈

﹇
小
児
科
﹈

﹇
産
婦
人
科
﹈

﹇
整
形
外
科
﹈

は
じ め ま し て

﹇
内　

科
﹈

林
道
協
会
理
事
、
県
土
地
改
良
事
業
団
体

連
合
会
理
事
、
県
簡
易
水
道
協
議
会
監
事
、

県
南
東
部
国
道
連
絡
会
会
長
、
近
畿
国
道

協
議
会
副
会
長
、
篠
山
・
山
南
線
整
備
促

進
期
成
同
盟
会
会
長
、
県
河
川
協
会
副
会

長
、
県
防
災
協
会
理
事
、
等
々
。

　

も
ち
ろ
ん
丹
波
市
長
が
本
務
で
あ
り
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
を
守
り
、
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り

を
し
っ
か
り
と
行
い
、
将
来
に
わ
た
っ
て

次
世
代
に
「
丹
波
市
は
す
ば
ら
し
い
ま
ち
」

と
し
て
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
私
に
課

せ
ら
れ
た
責
任
と
心
得
、
全
身
全
霊
を
捧

げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
何
だ
か

自
己
宣
伝
で
も
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

そ
う
で
は
な
く
、
丹
波
市
長
と
し
て
広
く

認
め
ら
れ
る
こ
と
は
市
の
発
展
に
寄
与
で

き
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
県
市

長
会
副
会
長
と
い
う
立
場
を
大
い
に
生
か

し
て
、
国
県
に
対
し
て
情
報
発
信
し
な
が

ら
、
地
味
で
も
牛
歩
で
も
い
い
か
ら
「
一

日
は
一
生
の
縮
図
な
り
」
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
毎
日
を
力
い
っ
ぱ
い
生
き
る
事
に
徹

し
て
い
ま
す
。

[

テ
ー
マ]

兵
庫
県
市
長
会
副
会
長
に
就
任
し
て
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投
票
所
の
一
部
が

変
更
に
な
り
ま
す

災
害
へ
の
備
え
、

万
全
で
す
か

ト
ピ
ッ
ク
ス
・

ち
い
き
づ
く
り

市
長
執
務
室
・

病
院
か
ら
の
報
告

民
生
委
員
・
児

童
委
員
名
簿

教
育
た
ん
ば

く
ら
し
・
相
談

イ
ベ
ン
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情
報
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ろ
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康
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ら
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ら
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ら
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戸
籍
）
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育
た
ん
ば
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地区   氏　名 電話番号 担当区域

  崇

  広

溝端　進 72-1935 屋敷
西野繁則 72-1081 新町、古市場
安井節子 72-0333 石田
加賀山隆夫 72-1163 上中町、本町
内堀和代 72-0195 下町
山内愛子 72-0132 下町
廣田眞由美 72-1969 下町
早崎綾子 72-3405 下町沖田
足立洋子 72-2756 下町沖田
村上幸子 72-1496 南多田
垣内孝之 72-1273 南多田
岡田潤子 72-2823 南多田
山下邦子 72-3655 県営住宅柏原南多田鉄筋団地
北川明代 72-0911 東奥
常岡昌和 72-3688 上小倉
打田一義 72-1016 下小倉、石戸
杉山卓史 72-2509 見長
稲次好子 72-2017 北中
中尾節子 72-2858 室谷、小南

新

井

原田東亞二 72-1187 挙田、市営住宅
大地和代 72-3988 挙田、雇用促進住宅柏原宿舎
田邊欽治 72-0853 大新屋
楠本武夫 72-0248 鴨野、東鴨野、北山
上田勝正 72-0608 田路、母坪

地区 氏　　名 電話番号 担当区域

佐

治

開田   昇 87-0421 新町、新川町、東町
岡本純子 87-0087 中町、荒神町、愛宕町

梅田英昭 87-0539 上町、本町、大正町、旭町，
ウリウト , 県住

足立頼昌 87-0895 小倉、森
H22. ８.1 付委嘱予定 市原、岩本，大箕
足立　紘 87-0986 寺内、小和田，矢の内、奥塩久
田村利郎 87-0693 沢野

芦

田

蘆田康三 87-0258 東芦田
芦田隆男 87-0820 田井縄
蘆田さよ子 87-0646 栗住野
谷川孝子 87-1239 西芦田
足立孝夫 87-0805 口塩久

神

楽

足立明美 87-5010 桧倉、文室
足立正子 87-5597 大名草
足立廣光 87-5023 大稗
足立好子 87-5054 小稗
武田　賢 87-5601 惣持
藤原温子 87-5431 稲土

遠

阪

足立幸子 88-0047 杉谷、平野、岡見、中佐治、応相寺
足立茂世 88-0363 下地、上地、向、平地
足立美鶴 88-0198 徳畑、和田
安達武夫 88-0663 遠阪、今出

地区 氏　名 電話番号 担当区域

黒

井

西田玲子 74-0531 上ゲ町
進藤敏雄 74-2394 芝町
植木時子 74-0013 横町、小山、本町、新町、局の里
赤尾知子 74-3168 仲町、西町、杉ノ下
常石文子 74-0624 下野村、木寺
藤本鎭雄 74-2383 惣山、奥野村、西野々
久下正雄 74-0107 平松
植田三千男 74-1462 稲塚、大野、古河

春
日
部

舟川静子 74-1064 多利
由良正男 74-0321 小多利
勝野佳近 74-1068 池尾
足立岩雄 74-1615 多田
山本博司 74-0399 七日市
上山静男 74-1864 野上野

大

路

石川文子 75-1528 中山
細見圭子 75-0880 松森
細見信明 75-1547 広瀬
山内和子 75-1553 栢野
細見美紀子 75-0129 野瀬
細見栄子 75-1081 上三井庄
荒樋昇誠 75-0537 下三井庄
松山時代 75-0470 鹿場

国

領

戸根政二 75-0454 東中
本田清久 75-0618 国領 (東、上町、下町、茶屋町 )
山田達郎 75-0580 国領 (温泉、西、貝市、山王 )
久下眞弓 75-0305 棚原 (野市辻、野市下、西地 )
岸本眞知子 75-0375 棚原 (南、下地、山根、前地 )
村上泰藏 75-0562 柚津

船
城

岸部優男 74-1841 朝日、園部
村山義人 74-0139 石才、歌道谷、坂、野山、天王
足立眞喜子 74-2447 長見、新才、牛河内、山田

   

地区 氏　名 電話番号 担当区域

竹

田

吉見恭子 86-0682 友政、安下
青木君代 86-0693 市ノ貝、高坂、大森、岩倉
足立津代美 86-0155 新道貝、水西、くすのき台
依田　亨 86-0409 石原、森、表
依田誠能 86-0160 寺内、才田、薬師台
吉田眞三 86-0221 中村、樽井

前

山

余田あけみ 85-1225 徳尾、大杉、谷上
大塚幸子 85-1201 鴨阪、尾端、下鴨阪
片瀨茂行 85-1174 宮ノ下、段宿、こかべ台
荻野まつ子 85-1153 十市、八日市
秋山　肇 85-1495 今中、矢代

吉

見

芦田一元 85-2469 梶原
高見明代 85-0062 上田
荻野　登 85-1029 市島
和久紀美子 85-2156 市島、藤野
吉見和好 85-2178 上垣
南山邦 子 85-1398 北岡本

鴨

庄

尾松政明 85-0895 南、端
塩見康代 85-0912 喜多、岩戸、柊
木寺　章 85-1759 上牧
髙見顯彦 85-1106 北奥、多利

吉見クニエ 85-0958 戸平

美

和

荒樋勝善 85-0259 戸坂、白毫寺
木下芙美子 85-0825 与戸
芦田和子 85-2290 乙河内、酒梨、城ケ花
山中稚弘 85-2870 勅使、長者台
南野裕美子 85-0253 東勅使

   

地区 氏　名 電話番号 担当区域

中

央

福村利明 82-0263 上成松、黒田
廣岡　靖 82-5125 西中東、西中北東
小南　満 82-3915 西中西、西中北西
東野純德 82-3550 西中南、犬岡
大野顯二 82-1414 常楽
佐野廣子 82-0852 常楽
足立照代 82-0126 新田、中央通
片山　彰 82-4153 北町、県住
田中喜久子 82-1040 上町、中町、宮前、八幡町
佐野忠義 82-0595 西町、新町
足立　勲 82-1017 東町、下町

生

郷

佐中幹直 82-6198 地頭
井本治郎 82-6376 石生新町 (1 ～ .6.10.14 組 )
足立啓子 82-6121 石生新町 (7 ～ 9.11 ～ 13 組 )
田中信雄 82-6450 領町
上本和代 82-6581 南町
城田忠司 82-6270 北野、大崎、サンコーポラス
細見紘世 82-7251 横田 (1～3 組 )
吉竹淳子 82-5234 横田 (4 ～ 7組 )
德舛美知子 82-0912 市辺
荻野恒子 82-0324 本郷、稲継

葛

野

今村敦子 82-3108 下新庄
藤原喜與吾 82-0297 上新庄
奥野忠安 82-0261 清住
山口百合子 82-2348 三方、中
梅本春彦 82-0803 中野、三原、大谷
大西明美 82-0557 長野、柿柴、柿柴東

沼

貫

足立直久 82-0931 稲畑
H22. ８.1 付委嘱予定 新郷 (1 ～ 3組、市営住宅 )
美濃谷美惠子 82-2584 新郷 ( ４～８組 )
河津輝樹 82-2568 谷村
谷口勝之 82-0729 上油利、佐野
廣瀨俊雄 82-0076 下油利、朝阪
廣瀨久市 82-1620 小野、福田

幸

世

豊嶋美津子 82-7057 絹山
足立峯生 82-7880 香良
田辺七郎 82-7718 伊佐口
藤谷文雄 82-7158 日比宇
細見定子 82-7387 鴨内、小谷
大菅道信 82-7565 沼
芦田桂子 82-7261 北御油、南御油
足立由美子 82-1977 井中
足立清之 82-1951 北田井、南田井
荻野麗子 82-3082 西田井、田中
畑井孝子 82-0428 氷上
谷垣安洋 82-5816 南油良、北油良、桟敷

   

地域 氏名 電話番号

柏原 竹安今日子 72‐4848
稲継恭子 72‐2250

氷上
上田正晴 82‐4304
中西博子 82‐0088
安達和代 82‐1111

青垣 蘆田ひとみ 87‐0274
南　秀一 87‐5676

春日 荻野ちさと 74‐1509
板倉宥海 75‐0357

山南 山内しのぶ 77‐1528
酒井友子 77‐1380

市島 清水佳代子 85‐1207
山名　睦 85‐2428

　

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
ら
れ
た
委
員
の

み
な
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。
福
祉
や
児
童
に
関

す
る
ご
相
談
な
ど
、お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
制
度
は
、
前
身
の
救

世
顧
問
制
度
が
大
正
６
年
５

月
12
日
に
発
足
し
た
こ
と
に
は
じ

ま
り
、
毎
年
５
月
12
日
を
「
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
と
定
め

ま
し
た
。

丹
波
市
に
は
、
現
在
、
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

１
９
６
人
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
区
域
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
委
員
は
地
域

の
方
々
の
相
談
窓
口
と
な
り
、
福

祉
の
専
門
職
や
関
係
機
関
へ
の
橋

渡
し
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。「
職
務
上
知
り
得
た
秘
密
」
は

守
る
こ
と
が
民
生
委
員
法
で
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
発
案
！

「
安
心
カ
ー
ド
」
で

安
全
安
心
な
暮
ら
し
を

一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
み

の
世
帯
で
は
、
自
宅
で
具

合
が
悪
く
な
っ
て
救
急
車
を
呼
ん

だ
時
な
ど
に
、「
救
急
隊
員
の
問

い
か
け
に
落
ち
着
い
て
対
応
で
き

る
か
」
な
ど
不
安
な
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
丹
波
市

民
生
委
員
・
児
童
委
員
連
合
会
で

は
、
必
要
情
報
を
定
位
置
に
保
管

す
る
こ
と
で
緊
急
時
に
迅
速
な
対

応
が
で
き
れ
ば
と
い
う
思
い
で
、

「
安
心
カ
ー
ド
」
を
発
案
し
ま
し

た
。
昨
年
か
ら
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、

援
助
を
必
要
と
す
る
方
な
ど
の
家

庭
を
訪
問
し
、
作
成
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

■
対
象
／
主
に
65
歳
以
上
の
一
人

柏原地域

主任児童委員

青垣地域 氷上地域市島地域
地区 氏　名 電話番号 担当区域

上
久
下

村上孝三 78-0824 青田、篠場
奥村れい子 78-0524 阿草
久下伊志夫 78-0245 上滝
永井洋子 78-0807 下滝
大岡道浩 77-1685 畑内、北太田
中塚達子 77-1860 太田

久

下

井上二三子 77-0712 大河、池谷
鯉ノ内和子 77-0915 長野
中村あけみ 77-1080 玉巻、奥野々、松ヶ端
山根允子 77-2275 岡本、金屋
足立　守 77-0184 山崎、野田、谷川 1区、2区
田村三男 77-0829 谷川 3区、4区、8区
椿野昌子 77-1893 谷川 5区、6区、7区
篠倉益子 77-1908 谷川 9区、10 区、11 区
田中絹代 77-1669 大谷

小
川

深田和美 77-0386 村森
植原正子 77-1416 井原
横山　猛 77-1490 奥
栢野和子 77-2285 野坂、南中
酒井久子 77-1388 岩屋

和

田

植野正博 76-0589 若林
大地　武 76-0561 富田、小野尻
足立　都 76-0010 小畑、西谷
中西　修 76-0569 山本
下井昌幸 76-1135 五ヶ野、坂尻
眞島日出夫 76-0910 和田 ( 東部 )
藤原一次 76-0251 和田 ( 西部 )
中野勘三郎 76-1253 金倉、小新屋、雇用促進住宅
奥田美智子 76-0844 梶
石塚比登美 76-0466 前川
川上和人 76-0177 北和田 ( １～５組 )
板野桂子 76-0651 北和田 ( ６～１０組 )
大垣文次郎 76-0978 応地、草部

山南地域 春日地域

民生委員・児童委員

民生委員・児童委員名簿［市政ニュース］

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

地
域
の
み
な
さ
ん
の
相
談
相
手

一
番
身
近
な
存
在
で
す

〜
広
げ
よ
う
　
地
域
に
根
ざ
し
た
思
い
や
り
〜

（敬称略）

氏名、住所、生年月日、医療情
報、薬剤情報、緊急時連絡先な
ど、本人の必要最小限の情報を
記入したカード。目印はハート
のシールで、冷蔵庫に保管しま
す。このカードにより、適切な
救護の手を差し伸べ、命を救う
手助けにつながります。

問 社会福祉課福祉総務係  
　 ☎ 74‐1028

暮
ら
し
世
帯
と
、
75
歳
以
上
の
高

齢
者
二
人
世
帯

■
保
管
方
法
／
ハ
ー
ト
の
シ
ー

ル
を
貼
っ
た
専
用
容
器
に
入
れ

て
冷
蔵
庫
に
保
管
。
冷
蔵
庫
の
ド

ア
に
も
ハ
ー
ト
の
シ
ー
ル
を
貼

る
。

■
活
用
方
法
／
救
急
隊
員
が
、
冷

蔵
庫
に
「
ハ
ー
ト
の
シ
ー
ル
」
が

貼
ら
れ
て
い
る
か
を
確
認
の
上

冷
蔵
庫
か
ら
カ
ー
ド
を
取
り
出

し
、
医
療
情
報
や
緊
急
連
絡
先
な

ど
を
確
認
。
必
要
に
応
じ
、
病
院

や
親
戚
な
ど
と
い
ち
早
く
連
絡

を
取
る
。

※
安
心
カ
ー
ド
の
情
報
は
、
丹
波

市
の
警
察
・
消
防
と
共
有
さ
れ
ま

す
。

※
個
人
情
報
で
す
の
で
、
安
心
カ

ー
ド
の
作
成
・
保
管
は
決
し
て
強

制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「安心カード」

投
票
所
の
一
部
が

変
更
に
な
り
ま
す

災
害
へ
の
備
え
、

万
全
で
す
か

ト
ピ
ッ
ク
ス
・

ち
い
き
づ
く
り

市
長
執
務
室
・

病
院
か
ら
の
報
告

民
生
委
員
・
児

童
委
員
名
簿

教
育
た
ん
ば

く
ら
し
・
相
談

イ
ベ
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情
報
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健

康
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情
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情
報
ひ
ろ
ば

（
お
知
ら
せ
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情
報
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お
知
ら
せ
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情
報
ひ
ろ
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お
知
ら
せ
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戸
籍
）

教
育
た
ん
ば

投
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備
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ピ
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・
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い
き
づ
く
り

市
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・

病
院
か
ら
の
報
告

教
育
た
ん
ば

く
ら
し
・
相
談

イ
ベ
ン
ト

情
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情
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情
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ら
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情
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情
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・
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い
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市
長
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・
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院
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民
生
委
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・
児

童
委
員
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た
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ら
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情
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健
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情
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情
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ら
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情
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ら
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情
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お
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ら
せ
・
戸
籍
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教
育
た
ん
ば
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春になって、保育園バスが子どもたちの不安と希
望を一緒に積み込んで、元気いっぱい走り回っ

ています。親子ふれあい教室で一緒に遊んだたくさ
んのお友だちも保育園に入園。子育て学習センター
では、毎年３月の親子ふれあい教室で、卒業する子
どもたちとその保護者が一緒に遊んだ友だちへのあ
いさつ代わりとして「親子劇」をしています。今年
のテーマは「クレリア」。「クレリア」はクネクネ、ニョ
ロニョロ動く「いもむし」のことです。

子どもたちは、舞台の上で森のいろんな虫になっ
て、一人ずつ自分の名前と好きなものを言いま

す。恥ずかしい気持ちを乗り越えて勇気を振り絞っ
て声を出し、成長という階段をひとつ上ります。お
母さんにとっては、毎日いっしょに子どもと過ごし
た子育ての日々のフィナーレ。これまでの子育ての
思い出と共に心のアルバムにしっかりと焼き付られ
ることでしょう。会場では、友だちやお父さん、お
ばあちゃん、おじいちゃんも応援してくれています。

舞台あいさつの後、引越しをされるお母さんから
のビデオレターが紹介されました。

≪ビデオレターから…≫

知らない人が見たことのある人になり、あいさつ
をし、話をするようになる。なんでもないこと

のようですが、大人になるときっかけがむずかしい。
そんな気持ちも前向きに変えてくれる「親子ふれあ
い教室」。だれとでも友だちになれてしまうミラク
ルハウスが「プレイルーム」です。引っ越しても子
どもの力を信じてがんばります。～いつかあえるね
またあおうね～

音楽とともに山南での子育ての思い出が読み上げ
られ、みんなおもわず涙ぐんでしまいました。

子育てを通じて知り合った仲間たちは、これからも
お母さんたちの力となり、地域の中でそのパワーを
発揮し、大きく
育って行ってく
れることを願っ
ています。

ウォッチング

子育て
問 社会教育課・中央公民館事務局 
☎ 82‐0409

ウォッチングウォッチング

子育て子育て
山南子育て学習センター

＊丹波市体育協会だより＊

問 市体育協会事務局（社会教育課・中央公民館事務局 内） ☎ 82‐0409

カキーン　気分爽快　楽しいですよ…

丹波市グラウンド・ゴルフ協会
若
い
人
か
ら
最
高
93
才
の
高
齢
の
方
々
ま
で
、
日
々

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ど

こ
で
も
・
だ
れ
で
も
・
子
ど
も
さ
ん
か
ら
高
齢
者
の
方
々

ま
で
、
む
ず
か
し
い
ル
ー
ル
も
少
な
く
楽
し
く
ゲ
ー
ム

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の

魅
力
で
す
。

ま
た
、丹
波
市
の
テ
ー
マ
で
あ
る「
健
康
寿
命
日
本
一
」

を
め
ざ
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
愛
好
者
の

健
康
づ
く
り
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
プ
レ
ー
を
通

じ
て
技
術
の
向
上
と
地
域
の
み
な
さ
ん
と
の
交
流
と
心

の
ふ
れ
あ
い
を
基
本
に
、
日
々
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

当
協
会
は
、
平
成
11
年
12
月
、
旧
６
町
の
協
会
が
集

ま
っ
て
氷
上
郡
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
を
立

ち
上
げ
、
合
併
に
よ
り
名
称
を
変
更
し
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。
現
在
、
会
員
は
約
２
，
０
０
０
人
で
、
各
地
域

で
の
大
会
、
丹
波
市
大
会
年
４
回
、
県
大
会
、
近
畿
大
会
、

全
国
大
会
な
ど
多
く
の
大
会
が
あ
り
ま
す
。
で
き
れ
ば
、

た
く
さ
ん
の
大
会
に
参
加
し
、
ル
ー
ル
・
技
術
の
向
上

に
励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

入
会
希
望
の
方
は
、
各
地
域
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
協
会
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※会場表示がないものは子育て学習センターで開催

＊子育てひろば＊

＊おはなし会＊

＊会場　各図書館　

６月
JUNE（水無月） ＊対象　

幼＝幼稚園　小＝小学生　
低＝低学年　中＝中学年

＊児 童 館＊

　＊おすすめ図書＊

　＊ベストリーダー情報＊（１０月１日～３１日）

問 図書館事務局 ☎８２‐７１００

＊一般書「剣
けんかくしゅんじゅう

客春秋」
鳥羽　亮 / 著　幻冬舎 (2010.3)

 [ 児童書 ]

※館内資料整理のため、１
日は中央・山南・市島館が
休館。30 日は中央・市島
館が休館します。

順位　本の名前　　　    作     者

１　カッコウの卵は誰のもの    東野圭吾

２　１Ｑ８４　　　　村上春樹

３　更衣の鷹　　　　佐伯泰英

４　新参者                        東野圭吾

５　神苦楽島　　　　内田康夫

 [ 一 般 書 ]
順位　本の名前　　　    作     者

１　１Ｑ８４　　　　村上春樹

２　まねき通り十二景    　山本一力

２　流星の絆　　　    東野圭吾

４　虚報　　　　　　堂場瞬一

４　巡査の休日               佐々木譲

[ 児 童 書 ]
順位　本の名前　　　    作     者

１　かいじゅうたちのいるところ    モーリス・センダック

１　ダレン・シャン      Darren Shan

３　のろまなローラー   　 小出正吾

３　バムとケロのおかいもの   島田ゆか

３　バムとケロのさむいあさ   島田ゆか

順位　本の名前　　　    作     者

１　かいけつｿﾞﾛﾘｲｼｼ・ﾉｼｼ大ﾋﾟﾝﾁ ‼ 原ゆたか
１　かいけつｿﾞﾛﾘきょうふのちょうとっきゅう　
　　　　　　　　　　　　　　　　　原ゆたか
１　獣の奏者　　　     上橋菜穂子

４　いちばん星のドレス      あんびるやすこ

４　うちのおかあさん　谷口國博

　＊予約ランキングベスト５＊（４月末現在）

　＊ベストリーダー情報＊（４月末現在）

往来での武士同士の斬り合いで、劣勢
の男に助太刀した千坂彦四郎。その判
断は、やがて千坂道場に思わぬ禍を呼
び込んだ…。剣に生きる男の宿命、友に、
妻子に寄せる熱き想いを描いた人情時
代小説。シリーズ第 10 弾。

＊児童書「あおくんときいろちゃん」

 [ 一 般 書 ]

ﾚｵ ･ ﾚｵｰﾆｰ / 作　藤田圭雄 / 訳　
至光社 (1996 年 )
仲良しのあおくんときいろちゃん、ある日、いっ
しょに遊びたくて探しにでたら街角でばった
り、うれしくてうれしくて二人はみどり色にな
りました。遊んでおうちに帰ったらうちの子
じゃないよと言われてしまい、悲しくて泣いて
全部涙になったら、二人は元のあおくんときい
ろちゃんに戻りました。絵本（２歳くらいから）
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×印は図書館休館日

日 月 火 水 木 金 土    

１ ２ ３ ４ ５
６ ７ ８ ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

　 　 △　 　 
　 ×
　 ×
　 ×
　 ×　　△

6
月

BOOKSBOOKSBOOKSみ
んな
で図書館に出かけよう

　＊山南子育て学習センター＊

親子劇　「クレリア」

～いつかあえるね
　　　　またあおうね～

♪こうがやま児童館 ☎ 82‐8620
２日（水） トトロくらぶ 10 ：00 乳幼児
５日（土） 英語であそぼう 9 ：00 小
７日（月 ) おやこあそび 10 ：00 乳幼児
11 日（金） こころのＳＯＳ 10 ：00 乳幼児
12 日（土） 絵画教室 9 ：30 小
♪しろやま児童館 ☎ 82‐0843　
５日（土） 音楽であそぼう 9 ：30 小
９日（水） トトロくらぶ 10 ：00 乳幼児
15 日（火） おはなし会 10 ：00 乳幼児
19 日（土） 作ってあそぼう 9 ：30 小
24 日（木） リズムでえいご 10 ：00 乳幼児
♪青垣公民館 ☎ 87‐0363
16 日（水） 出前児童館 10 ：00 乳幼児

一人ずつ自分の名前
と好きなものを言い
ました。

♪柏原子育て学習センター　☎ 72‐4747　
5（土）おひさまのおはなし会 10 ：30

      15（火）～18（金）グループで学ぼう！「心肺蘇生法＆ふれあい遊び」10 ：00
      22（火）～25（金）製作「七夕飾り」10 ：00
♪氷上子育て学習センター　☎ 82‐1001　
1（火）トライやるとあそぼう10 ：00こうがやま児童館
    2（水）トライやるとあそぼう10 ：00しろやま児童館
3（木）ほっとサロン 10 ：00 こうがやま児童館
4（金 ) トライやるとあそぼう10 ：00しろやま児童館
16（水）キッズ大国　親子運動会10 ：00氷上健康福祉センター
♪青垣子育て学習センター　☎ 87‐1919　
5（土）おはなし運動会 10 ：00
8（火）ベビーサロン 10 ：00
15（火）キッズサロン 10 ：00
23（水）ママ SUN講座 10 ：00
♪春日子育て学習センター　☎ 74‐3040
     9（水）子育て相談会 13 ：30
      10（木）15（火）22（火）子育てふれあい広場　おもちゃづくり （ミニ布絵本）
                              10 ：00 春日公民館
24（木）ひまわりサロン 10 ：00
♪山南子育て学習センター　☎ 77‐3160
3（木）親子ふれあい教室トライやると遊ぼう10 ：00やまなみホール
17（木）ひよこクラス雨の日のお友達10 ：00山南住民センター
♪市島子育て学習センター　☎ 85‐3030
13（日）しょうぶまつり10 ：00三ツ塚史跡公園周辺
25（金）わかば教室料理教室10 ：00ライフピアいちじま

♪中央☎ 82‐7100
８（火）10 ：30 幼児
19（土）11 ：00 小
26（土）10 ：30 幼児　
♪青垣☎ 87‐1111
５（土）11 ：00幼～小低
♪山南図書館 ☎ 77‐0310
18（金）10 ：30幼児  住民センター
26（土）10 ：30 幼児～小中
　　　　　   住民センター
♪市島☎ 85‐3030
６（日）おりがみ教室「雨  だいすき！」 
　　　　　      10 ：30 幼児～小
19（土）10 ：30 幼～小低
26（土）10 ：30 小

♪柏原 ☎ 72‐2552
19（土） 11 ：00 幼児
♪春日 ☎７４‐０２２５
19（土） 10 ：30 幼児～小低

おおきなおはなし会 
と　き / ６月 12 日（土）
　　　午前 10 時 30 分～
ところ / 山南図書館
対　象 /幼児　　　
内　容 /市内各読み聞か
せボランティアグループによ
るパネルシアター・カップシ
アターほか
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ねんきん
年 金 広 場

じ ん け
ん の
と び ら

法
律
等
の
成
立
か
ら
み
る

人
権
の
推
移

人権啓発コーナー

戦後の混乱期から今日まで、国民の「安心・
安全」な生活の確立をめざして、人権に

関するさまざまな施策が行われてきました。
その移り変わりを法律などの施行に照らして
20年ごとにまとめてみました。
・1945年から 1964年は、「児童福祉法」「生活
保護法」「雇用及び職業についての差別待遇に
関する条約」等が成立・施行されました。こ
の時期は “社会的弱者の救済としての人権” の
擁護を主とした捉え方でした。
・1965年からの 20年間は、「同和対策事業特
別措置法」「心身障害者対策基本法」等にみら
れるように “反差別としての人権” の擁護を主
とした法律や制度が成立しました。
・1985年から2004年は、「男女雇用機会均等法」
「エイズ予防法」「ＤＶ防止法」「個人情報の保
護に関する法律」等の成立に見られるように、
社会の急速な変化につれて人権の捉え方が拡
大し、“人権を文化として捉える” 時代へと移
り変わってきました。
・2005年以降は、「バリアフリー法」「児童虐
待防止法一部改正」等、人権文化の深化が叫
ばれる時代を迎えたといえます。つまり、人
権問題は「社会的弱者の救済」という普遍的
人権の観点が絶対に必要であるとともに、個
人と個人との間において、「いつでも誰にでも
発生する可能性があるのが人権問題である」
との認識を持つことで、人権問題はすべての
市民にかかわる問題であるという意識が生ま
れてきます。　　　　　　　　　　　　　

「ねんきん定期便」について

日本年金機構では、昨年度に引き続いて、国民年金および
厚生年金の現役加入者の方に、「ねんきん定期便」が誕生月
に送付されます。みなさまの大切な年金記録を正しいもの
にするため、年金記録のご確認にご協力をお願いします。

［定期便の通知内容］
①これまでの年金加入期間とその履歴
②加入実績に応じた年金見込額
③年金保険料の納付額　　　④年金加入履歴
⑤月毎の年金保険料の納付状況
＊初めて送付される方 ・々22 年度に節目年齢（35 歳、45 歳、
58 歳）の方々
平成21年度と同じ内容（①～⑤）を更新して通知されます。
＊上記以外の方々
①～③については更新されたもの、⑤については直近一年
分を通知されます。

―ご不明な点は下記までご連絡ください－

ねんきん定期便に関する相談　☎0570-058-555
 （IP、PHSから☎ 03-6700-1144）
（受付時間）・月～金曜日：午前9時～午後 8時
　　　　　・第２土曜日：午前9時～午後 5時

　６月の相談

＊行政相談
　１日（火）青垣住民センター
　１日（火）市島住民センター
１４日（月）市役所第1相談室
１５日（火）春日公民館
１６日（水）柏原公民館
１８日（金）山南住民センター
〔時間〕午後１時30分～４時　
問 総務課  ☎ 82‐1002 

＊人権相談
６月１日は「人権擁護委員の日」です
○特設人権相談所　
６月　１日（火）柏原人権啓発センター・
青垣住民センター・市島住民センター　
６月　３日（木）中央公民館
６月　８日（火）山南住民センター
６月１５日（火）春日公民館
〔相談時間〕午後１時30分～４時
○常駐相談所（神戸地方法務局柏原支局）
毎週水曜日（６月２日を除く）午前９時～
午後４時
○女性の人権ホットライン　
　☎０５７０‐０７０‐８１０　
○子どもの人権１１０番　　０１２０‐００７-１１０
問 柏原人権擁護委員協議会 ☎ 72‐0176
問 人権啓発センター ☎ 82‐0242

＊消費生活相談　
土日祝日を除く午前８時 30 分～午後５時
15分 ☎ 82‐1532（生活安全課）
＊丹波生活科学センター
火～日（月曜が祝日の場合は火曜休み）午
前９時～午後５時 15分。来所相談は土日は
要予約。電話相談は、土日は県の週末相談
　   0120‐511‐103 へ。
問 丹波の森公苑（柏原町柏原5600）
　☎ 72‐0999

＊多重債務無料相談会
毎月第３日曜日 午後１時～４時　柏原公民館
 問 司法書士会柏原支部 ☎ 82‐7174
祝日を除く月~金曜日の午前９時~午後５時
問 神戸財務事務所  ☎ 078‐391‐6948

＊無料登記法律相談会
土地家屋調査士による土地建物の表示登記
に関する相談および司法書士による権利登
記、商業法人登記、各種裁判手続きなどに
関する相談。６月 17日（木）午前 9時～正
午　柏原公民館（予約不要）［共催］県司法
書士会柏原支部・県土地家屋調査士会但馬
支部　問 田中事務所  ☎ 87‐1600

＊市民生活の安全・安心確保のた
めの指導相談（電話・面談）　
交通事故防止・防犯・生活安全・消費者保
護の相談など。月・火・木・金曜日の午前
８時30分～午後５時15分　
問 生活安全課  ☎ 82‐1532

ＨＰ
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〜
村
落
と
遊
芸
│
江
戸
時
代
の
棚
原
村
の
史
料
か
ら

│ 
 

今
回
は
、
棚
原
区
有
文
書
「
古
文
書
巻　

一
」

の
う
ち
、
前
回
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
棚
原

村
の
規
約
を
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
亥(

い)

十
一
月
」（
詳
し
い
年
代
は
不

明
）
に
出
さ
れ
た
規
約
に
は
、
以
下

の
条
々
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
①
博ば

く
ち奕
の
禁

止
、
②
家
屋
の
建
築
・
嫁
入
り
・
諸
祝
儀
の

華
美
な
る
こ
と
の
厳
禁
、
③
遊ゆ

う
げ
い芸
の
禁
止
。

以
上
の
う
ち
、
注
目
し
た
い
の
は
③
で
す
。

③
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
く
述
べ
ま
す
と
、

次
の
通
り
で
す
。
他た

し
ょ所

よ
り
来
た「
遊
芸
の
師
」

を
村
内
に
滞
在
さ
せ
な
い
こ
と
。
百
姓
は
農

業
の
余
っ
た
時
間
に
読
書
や
算
術
を
行
っ
て

も
よ
い
が
、
遊
芸
は
堅
く
禁
ず
る
。
た
と
え

農
業
生
産
が
安
定
し
て
い
て
も
、「
長

お
さ
び
ゃ
く
し
ょ
う

百
姓
」

が
こ
れ
を
行
う
と
、
他
の
百
姓
に
も
波
及
し
、

村
に
食
料
が
な
く
な
り
餓
え
る
原
因
と
な
る

の
で
、
厳
禁
で
あ
る
。

遊
芸
の
禁
止
に
関
す
る
史
料
は
、
棚
原
村

に
限
ら
ず
存
在
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時

代
の
百
姓
の
国
家
的
な
存
在
意
義
は
、
あ
く

ま
で
年
貢
の
上
納
と
そ
の
た
め
の
農
産
物
の

生
産
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
生
産
活
動
の
時
間

を
圧
迫
す
る
遊
芸
が
禁
止
、
な
い
し
制
限
さ

れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
が
、
こ
こ
で

注
目
し
た
い
の
は
、
禁
止
の
条
目
か
ら
か
い

ま
見
え
る
〈
実
態
〉
で
す
。
本
条
目
に
は
、

村
外
か
ら
来
る
遊
芸
の
師
匠
を
意
識
し
た
規

定
が
あ
り
ま
す
。
遊
芸
と
一
口
に
言
っ
て
も
、

能
や
浄じ

ょ
う
る
り

瑠
璃
、
囲
碁
、
俳は

い
か
い諧

な
ど
様
々
で
す

が
、
史
料
に
は
「
遊
芸
」
と
し
か
記
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
規
約
を
作
成
し
た
当

事
者
自
身
が
特
定
で
き
な
い
ほ
ど
、
様
々
な

遊
芸
が
村
内
に
存
在
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、「
師
匠
」
と
い
う
記
載
か
ら
は
、
自

身
が
卓
越
し
た
芸
を
持
ち
、
そ
れ
を
他
者
に

伝
授
す
る
こ
と
を
生な

り
わ
い業

と
す
る
者
が
棚
原
村

を
往
来
し
て
い
る
と
い
う
〈
実
態
〉
が
見
て

取
れ
る
の
で
す
。

江
戸
時
代
の
遊
芸
に
関
す
る
研
究
は
、
県

域
で
い
え
ば
播
州
・
淡
路
を
扱
う
も
の

が
主
要
で
す
が
、
丹
波
に
関
す
る
も
の
は
、

蓄
積
が
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
中

で
、
上
記
の
史
料
は
、
遊
芸
文
化
に
一
定
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在
し
、
そ
れ
に
棚
原
村

が
取
り
込
ま
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る

も
の
と
い
え
ま
す
。
で
す
が
、
こ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
像
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
た
め

遊芸禁止の条目

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
学
生

研
究
支
援
員　
　

前
田
結
城

に
は
、
棚
原
地

区
お
よ
び
他
の

村
々
に
お
け
る
、

さ
ら
な
る
史
料

の
調
査
・
研
究

が
必
要
と
な
る

で
し
ょ
う
。

講座「丹波の歴史文化を探る
‐古文書との出合い」
丹波市と神戸大学人文学研究科は、平成19年
度から地域連携協定を結び、地域に残る古文
書を中心とした歴史資料の調査・研究を行っ
ています。今年度は、これまでの調査成果を
基に神戸大学地域連携センターの研究員らに
よる丹波市の歴史文化を探る講座を開催しま
す。内容はそれぞれの回で完結しますが、連
続してお聞きいただくとさらに理解が深まり
ます。また、講座終了後は、お手持ちの古文
書で読み方が分からない、どういう内容が書
いてあるのか？といった疑問・質問にお答え
する古文書相談会をあわせて開催します。事
前申し込みは不要です。ぜひご参加ください。
■時間 /講座：午後１時 30 分～３時　古文書
相談：午後３時 10 分～４時　

問 文化創造課  ☎70‐0819 

新しい ALT が着任しました
４月に新しいALT（外
国語指導助手）を迎
えました。中学校で
の英語の授業や小学
校での外国語活動、
国際理解教育に活躍
します。どうぞよろ
しくお願いします。

L
ラ ウ

au　K
ｷ ｬ ｻ ﾘ ﾝ

atherine（オーストラリア）
配属校：柏原中学校

参加しませんか？

は
じ め ま し て

日程 会　場 内　　容

６/26
（土）

春日公民館
大会議室

自治会文書からみる棚
原村の歴史‐地域遺産
を守り伝えるために

７/24
（土）

柏原公民館
会議室A2・3

幕末の動乱と在地代官
上山家‐大新屋上山家
文書の世界

８/28
（土）

中央公民館
実習室

水濡れ史料を救う‐水
損資料修復ワークショ
ップ

10/30
（土）

山南公民館
集会室

江戸時代の村‐山南の
新出史料

12/18
（土）

青垣公民館
大会議室

古文書を読んで触れて
みよう‐資料の保管と
撮影

１/22
（土）

市島公民館
研修室 2,3

地域の文化財でまちの
魅力再発見‐地元の方
との交流会

表示のものは、市ホームページ（http://www.city.tamba.hyogo.jp/）にも　　情報を掲載しています。ＨＰ
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オゾン滅菌による
浄化方式のため、

温

水プールの透明度は
県内屈指。

青垣いきものふれあいの里

  ☎  ８８‐０８８８　
FAX ８８‐０８８７

各教室は事前にお申し込みください。

 ☎   ８０‐５１００
FAX ８０‐５１０１

☆糸つむぎ教室
６月 13 日（日）午前 10 時～午
後４時　参加費 1,200 円

丹波布伝承館

第 23回花しょうぶ
三ッ塚史跡まつり

三ッ塚史跡公園周辺ほか
６月13日 日

問 市島公民館 ☎ 85‐3030

花しょうぶが一番の見ご
ろを迎えます。ステージ
イベント、芝生広場での
フリーマーケットや屋台
村めぐりなど 家族やお友
だちとおでかけください。

花しょうぶが一番の見ご
ろを迎えます。ステージ
イベント、芝生広場での
フリーマーケットや屋台
村めぐりなど 家族やお友
だちとおでかけください。

Ｓｐｏｒｔｓ

☆いきものふれあいの里開館 15 周年記念
体にいい野山の植物展～野山
には暮らしに役立つ山野草が
いっぱい～
薬草や食べ物として利用してき
た植物を展示しています。6 月
27 日（日）まで

the story of a fossilized dinosaur 恐竜物語the story of a the story of a the story of a the story of a the story of a the story of a the story of a the story of a the story of a 

丹波竜化石第４次発掘調査報告会を
開催します

今年行われた第４次発掘調査の報告会を開催し
ます。丹波竜のマスコットキャラクター「ちー
たん」も登場します！ぜひご参加ください。
■と　き /６月５日（土）午後１時 30 分～（受
付午後１時～）
■ところ /柏原公民館　２階会議室
■内　容 / ①発掘・クリーニングボランティア
　　　　　表彰式
　　　　　②丹波竜化石第４次発掘調査報告
　　　　　講師 /三枝主任研究員
　　　　　　　　（兵庫県立人と自然の博物館）　　　　　　　　（兵庫県立人と自然の博物館）

入場無料

☆いきものふれあいの里開館 15 周年記念
丹波のシダと森の観察会～独
鈷の滝周辺にはシダ植物がい
っぱい～
渓流沿いでシダ植物の観察をし
ます。6 月 6 日（日）午前 9 時
30 分～午後 2時　氷上町香良　
岩龍寺・独古の滝　参加費 200
円（中学生以下無料）持ち物 /
弁当、お茶、雨具、歩きやすい
服装

☆いきものふれあいの里開館 15周年記念
ホタル観察会～川のゲンジボ
タル・ヘイケボタルと森のヒ
メボタルの３種の競演を楽し
みましょう～
ホタルについてお話の後、現地
で観察します。6 月 26 日（土）
午後 6 時 30 分～午後 9 時　青
垣いきものふれあいの里と遠阪
川　持ち物 / 懐中電灯、長靴、
夜の歩きやすい服装　参加費 / 
200 円（中学生以下無料）

泳いだり、歩いたり、水中での運
動は、足に過度な負担がかから
ず、子どもからお年寄りまで年
間を通して自分のペースで楽し
めます。スクール生には、専属
コーチが親切・ていねいに指導
します。トレーニングジムもあ
り 、健康づくりに最適です。■
開館時間 / 午前９時 30 分～午後
８時■休館日 /毎週月曜日（祝日
の場合は翌日）■料金 /大人 520
円、小人 310 円、シルバー・障
害者 260 円（年間会員や回数券
もあります）※小学 2 年生以下
は保護者同伴でご利用ください。
問グリーンベル青垣 ☎８７‐
２２００

グリーンベル青垣 スイミング
スクール・年間会員募集中 !!

泳いだり、歩いたり、水中での運

歩いて泳
いで

健康に！

■ところ / 柏原福祉センター（木の根センター）
■内容 / アトラクション「お口のなかの物語」・
ふれあい遊び「紙ひこうきを飛ばそう！」
■講師 /歯科衛生士劇団『みんと』　ほか
■対象 / 協力 ･ 両方会員、子育て支援に興味、関
心のある方　■定員 / なし　■参加費 / 無料（託
児無し）
申 丹波市ファミリーサポートセンター☎ 70-2244

６月１日 火

丹丹
波波市市フファァミミリリーーササポポーートトセセンンタターー

第１回

はじめまして交流会

午前 10 時～ 11 時 30 分

■ところ / 柏原福祉センター（木の根センター）

温水プールの水のきれいさは県内屈指

 今年も市内の中学校２年
生が、５月 31 日（月）～
６月４日（金）を中心に、
市内の事業所で地域に学
ぶ「トライやる・ウィーク」
を実施します。受入事業所
のみなさんには大変お世
話になります。市民のみな
さんも、温かく見守ってい
ただきますようお願いし
ます。
問 学校教育課 ☎ 70‐0811

まち・なび♪　イベント情報

 美術館通信

 　市立植野記念美術館　☎ 82-5945

開館時間/午前10時～午後5時（入館は午後4時30分ま
で）休館日/月曜日（祝日の場合は翌平日）入館料/大人
500円　大・高生300円　小・中学生200円（ココロンカ
ード利用可、20人以上団体割引）所在地 /丹波市氷上町
西中615-4　http://edu.city.tamba.hyogo.jp/ueno/

◆好評開催中◆

体験教室・イベント体験教室・イベント

各教室・講座は、事前に
お申し込みください。

まち・なびNEWS♪　

市内にも楽しいイベントが
いっぱい！でかけませんか？

今年もやります！
「地域に学ぶ中学生・体験活動」
トライやる・ウィーク！

＊美術館休館のお知らせ
6 月中旬から７月末まで、美術館の改修工事のため休
館します。ご迷惑をおかけしますがご了承ください。

※次回の展覧会　

　7月31日～

「水木しげるの
妖怪道五十三次展」

※次回の展覧会　

◆好評開催中◆

Ｅｖｅｎｔ

６月１日～７日は水道週間
今年も水に親しむ季節がやってきます。水道の蛇口から勢い
よく出る水に、ひととき暑さを忘れることも。水道の水は、
料理や洗たく、お風呂やトイレなど、私たちの生活とは切っ

ても切れない関係にあります。今後も市では、安全で安心
な水を絶やすことなくみなさまへ送り続けます。６月１日
から７日までの１週間は第 52回水道週間です。みなさん

もこの機会に、水道水の大切さについて考えてみまし
ょう。
‐全国水道週間標語‐『水道に　寄せる信頼　飲む安心』
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＊ワークショップを開催！

4 月 17 日に、小学生を対象としたワークショ
ップを開催しました。スズキコージ先生の指
導のもと、段ボールで個性的なお面を作り、
できたお面をかぶって、にぎやかに楽器を打
ち鳴らしながら加古川沿いを行進しました。
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“たんば”食育クッキング

いきいきふるさとレシピ・行事食編　６月

煮しめ（さなぼり）　

Recepe No.18

＊つくり方＊材料（2人分）

高野豆腐１個（だし汁１カッ
プ・砂糖　大さじ２・みりん
大さじ 1/2・薄口しょうゆ大
さじ1/2塩少々）
干し椎茸４枚（椎茸もどし汁
1/2 カップ・砂糖大さじ２・し
ょうゆ大さじ２・酒大さじ１）
煮用昆布10ｇ（だし汁1/2カ
ップ・砂糖大さじ１・しょう
ゆ小さじ１/２・塩少々）
人参30ｇ（だし汁1/2カップ・
砂糖大さじ 1/2・薄口しょう
ゆ大さじ1/2）
いんげん 30ｇ

①高野豆腐は湯で戻し、水気をしぼ
り四つ切りにする。煮汁を煮立てた
中に入れ、落し蓋をして弱火でゆっ
くりと煮る。
②干し椎茸は水で戻す。鍋に煮汁を
煮立てて椎茸を入れ、落し蓋をして
弱火でゆっくり煮含める。
③昆布は水で戻し、結び昆布をつく
る。鍋に煮汁を煮立て、結び昆布を
入れ、落し蓋をして弱火で煮含める。
④人参は輪切りにし花形に切り、煮
汁を加え弱火でゆっくり煮含める。
⑤いんげんは、塩茹でし斜め半分に
切る。

１人分 217kcal

６月の精神保健福祉相談

＊思春期保健相談
　４日（金）丹波健康福祉事務所
＊こころのケア相談
　１５日（火）丹波健康福祉事務所
［時間］午後１時 30 分～
※相談無料 /予約制
問 丹波健康福祉事務所 ☎ 73‐3767

2010. ５たんば　　　　182010. ５たんば　　　　

健康生活 a healthful life

（平日夜間）丹波市午後８時～１０時応急診療室（柏原日赤）
　※平日昼間はかかりつけ医で受診してください

（休日昼間）
休日診療所

月 火 水 木 金 土 日

１船坂眞里
（外　科）

２三浦博幸
（内　科）

３柏原日赤
（内　科）

４野上壽二
（内　科） ５ ６上田明徳

（外　科）

７上田明徳
（外　科）

８久保田孝則
（内　科）

９保尾道紀
（内　科）

10柏原日赤
（内　科）

11岩崎良一
（外　科）

12 13柳浦文男
（整形外科）

14田中　潔
（内　科）

15芦田乃介
（内　科）

16平島　顕
（整形外科）

17柏原日赤
（内　科）

18宮崎直之
（外　科） 19  20平島　顕

（整形外科）

21田中庸生
（外　科）

22中川泰洋
（内　科）

23森幸三
（内　科）

24柏原日赤
（内　科）

25 中澤　敏
（内　科）

26 27芦田乃介
（内　科）

28松本好弘
（小児科）

29塩見壮司
（外　科）

30長澤　進
（内　科）

※当番医は変更になることがあります。
また、診察はあくまでも応急的なもので
す。症状が悪くなる場合などは、後日か
かりつけ医を受診しましょう。

地域医療
みんなで守ろう！６月の当番医（敬称略）

＊健康相談
（予約優先 /予約は健康課へ）
　７日（月）柏原支所
　８日（火）氷上保健センター
１１日（金）山南住民センター
２２日（火）青垣住民センター
２３日（水）春日公民館
２５日（金）市島支所
［相談時間］午前 9時 30分～ 11時
問 健康課（氷上保健センター内）
　 ☎８２- ４５６７

６月の健康相談

　事前に、各支所保健
師に相談日や内容などを
ご連絡いただくと、より
スムーズに相談に応じる
ことができます。

い
ず
み
会
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を

受
講
し
ま
せ
ん
か

健康づくりに役立つ基礎知識と
実践方法を、仲間と一緒に楽し
く学びませんか？丹波健康福祉
事務所では地域で食を通じた健
康づくりを行う「いずみ会リー
ダー」の養成講座を開催します。
■内容 /食と健康に関する講話、
調理実習など　■とき /６月～
平成 23 年 2月（年間 14 回）※
1回目は 6月 18 日（金）9：30
～開講式　■ところ /兵庫県丹
波健康福祉事務所
■対象 /丹波市・篠山市在住の
方　■参加費 / テキスト代、調
理実習費実費　■定員 /20 人程
度　■申込締切 /６月 10日（木）
▢申問 丹波健康福祉事務所健康管
理課
☎７２‐０５００（代）　

市民のみなさん、いかがお過ごしでしょうか？丹
波市歯科医師会です。みなさんは、歯

しこう

垢とか歯
しせき

石
ということばをよく耳にされることと思います。
歯垢や歯石は「細菌の集まり」のことです。今
回、みなさんに知っていただきたい言葉は、「バ
イオフィルム」です。歯垢や歯石は歯の表面にし
っかり貼り付こうとしています。そのときにネバ
ネバしてるほうが、歯の表面には貼り付きやすい
訳です。その歯垢や歯石を包んでいるネバネバの
膜のことを、「バイオフィルム」といいます。「バ
イオフィルム」は、台所の排水溝や三角コーナー
などしばらく掃除しないとヌルヌルしてくるぬめ
りのようなものです。あのぬめりは掃除してもな

かなかとれませんよね？歯の表面のぬめり、つま
り「バイオフィルム」をとることが歯の健康への
第一歩になります！一昔前までは、歯の汚れをと
るために家で歯ブラシを一生懸命するという考
え方でした。ところが最近では、その「バイオフ
ィルム」は歯ブラシだけではとりきれないことが
わかってきました。「バイオフィルム」を除去す
るには、歯科医院での専門的な歯のクリーニング
が必要です。歯科医院でいろいろな器具を用いて、
歯をクリーニングすることを、PMTC（ピーエム
ティーシー）といいます。歯科医院はむし歯を治
すだけではなく、みなさんの健康づくりをサポー
トする場所でもあります。さあみなさん、まずは
かかりつけ歯科医を持って、むし歯予防の第一歩、
歯のクリーニング（PMTC）にチャレンジしてみ
ましょう！きっと気持ちの良い口腔環境になる
と思いますよ。

～ 6 月 4 日はむし歯予防デー～
「正しい歯のみがき方」

早食いは太る？
ものを食べて、脳の中枢が反応するまでに 20分
ほどかかるといわれます。早食いすると、「満腹
になった」という脳からの指令が届く前にたく
さん食べてしまうことになり、つい食べすぎに
なります。食事をよくかんで、ゆっくり食べる
ことは、今すぐできる減量法です。
☆「しっかりかむ」実践のコツ
①いつもより５回多くかむ。目標はひと口30回。
②かみごたえのある食材を使う（ゴボウ、レン
コン、タケノコ、こんにゃくなど）
③野菜や肉などの素材を大きめに切る。
☆「ゆっくり食べる」実践のコツ
①骨や殻付きなど食べるのに時間がかかるもの
を選ぶ。
②食べるのが早くない人に合わせて食べる。
バランスのよい食事をしっかりかんで食べるに
は、「歯の健康」を保ち、いつまでも自分の歯で
何でもかめるようにすることがポイントです。

健康・栄養相談のご案内
保健師・栄養士による

しっかりかんで肥満を防ぎ
ましょう～食べるのが早い
といわれませんか？

丹波市歯科医師会 から市民のみなさまへのメッセージ

《ふるさといきいき！レシピ集》

あなたも骨髄ドナーになりませんか？
骨髄ドナー集団登録会　

白血病などの難治性血液疾患に苦しむ人に救
いの手を！１人でも多くの方の協力をお願い
します。■とき / ６月 25 日（金）午前 11 時
30 分～午後３時　■ところ /山南住民センタ
ー　■対象 /18 歳～ 54 歳までの健康な方
問 丹波健康福祉事務所食品薬務衛生課
☎ 72‐0500（内線 275）

師に相談日や内容などを師に相談日や内容などを
ご連絡いただくと、より
スムーズに相談に応じる

※休日診療所 ☎ 72‐2480　※応急診療室 ☎ 72‐0555

表示のものは、市ホームページ（http://www.city.tamba.hyogo.jp/）にも情報を掲載しています。ＨＰ
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農業　

市内の特産物の生産拡大および振興を図るため、指
定特産物の一定量以上の種子などを購入された農業
者に対し、経費の一部を助成します。
■対象者 / 別表の種子を購入し、市内で栽培する農
業者
※年度内に代金を支払った種子のみが対象です。
※平成 22 年 4月から、市外で購入された場合も対象
になりました（申請日・購入日ともに平成 22 年４月
以降が対象です）。
■必要書類
①特産物種子等購入補助金交付申請書
②領収書の写し（申請書に購入事業所の証明がある
場合は不要）
③補助金請求書
※申請様式は、各支所又は丹波ひかみ農協営農経済
センターにあります。
※種子などの個人売買は助成の対象となりませんの
でご注意ください。
問 農林振興課（春日庁舎内）☎ 74‐1465

新規就農者に
「空き家」を

貸してください！
　

市
で
は
、新
た
な
農
業
の
担
い
手
と
し
て
、

都
会
か
ら
の
Ｉ
タ
ー
ン
者
な
ど
を
「
新
規
就

農
者
」
と
し
て
支
援
し
、育
成
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
新
規
就
農
者
が
長
く
農
業
を
続

け
、
ま
た
集
落
に
な
じ
ん
で
新
た
な
住
民
と

し
て
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
、
住
宅
の
確

保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
新
規
就
農
者
の
住
宅
確
保
を
支
援
す
る

た
め
、
市
で
は
今
年
度
か
ら
「
戸
建
住
宅
貸

付
助
成
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
新

規
就
農
者
に
対
し
て
戸
建
住
宅
を
貸
し
付
け

た
個
人
に
、
奨
励
金
と
し
て
月
額
１
万
円
を

１
年
間
交
付
す
る
制
度
で
す
。
貸
し
て
も
い

い
空
き
家
を
お
持
ち
の
方
は
、
農
林
振
興
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
借
り
手
と

な
る
新
規
就
農
者
が
こ
の
制
度
に
該
当
す
る

か
ど
う
か
は
、
農
林
振
興
課
ま
で
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

問 

農
林
振
興
課
（
春
日
庁
舎
内
）
☎
74
‐

１
４
６
５

指定特産物の種子購入費用を
一定量以上の購入者に助成します！

遊休農地を復元し、
山椒やワラビなどを
つくりませんか！

　

鳥
獣
害
な
ど
で
遊
休
化
し
て
い
る
市
特
定

の
遊
休
農
地
を
復
元
し
、
鳥
獣
被
害
に
あ
い

に
く
い
山
椒
や
ワ
ラ
ビ
な
ど
の
特
定
作
物
を

作
付
け
さ
れ
た
農
業
者
に
対
し
て
、
経
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
作
物
／
山
椒
、銀
杏
、ワ
ラ
ビ
、生
姜
、

ニ
ン
ニ
ク
、
と
う
が
ら
し
、
ゼ
ン
マ
イ　

■
補
助
対
象
経
費
と
補
助
率
／

① 

特
定
作
物
の
種
苗
購
入
費
…
購
入
費
の

３
分
の
２
以
内
（
10
円
未
満
切
捨
て
）
②
特

定
の
遊
休
農
地
に
①
の
特
定
作
物
を
作
付
け

た
場
合
、
の
り
網
を
除
く
鳥
獣
害
防
護
柵
設

置
の
た
め
に
購
入
し
た
資
材
費
…
防
護
柵
資

材
費
の
４
分
の
１
以
内（
千
円
未
満
切
捨
て
）

■
申
請
方
法
／
対
象
農
地
を
お
問
い
合
わ
せ

の
上
、農
林
振
興
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

農
林
振
興
課
（
春
日
庁
舎
）
☎
74
‐

１
４
６
５

ビニールハウスの
設置費の一部を
助成します

　

市
内
在
住
の
農
業
者
で
、
軟
弱
野
菜
や

果
樹
な
ど
の
栽
培
を
目
的
に
100
㎡
以
上
の

ハ
ウ
ス
を
新
設
さ
れ
た
方
お
よ
び
ハ
ウ
ス

栽
培
に
必
要
な
灌
漑
設
備
を
設
置
し
た
方

に
、
設
置
費
用
な
ど
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。
■
補
助
率
／
①
ハ
ウ
ス
設
置
面
積

１
㎡
あ
た
り
１
，
０
０
０
円
以
内
（
上
限

30
万
円
）
②
灌
漑
設
備
設
置
経
費
の
３
分

の
１
以
内
（
上
限
30
万
円
）
■
申
請
期
限

／
10
月
29
日
（
金
）
■
必
要
書
類
な
ど
詳

し
く
は
、
農
林
振
興
課
ま
で
。

問 

農
林
振
興
課
（
春
日
庁
舎
内
）
☎
74
‐

１
４
６
５

■対象作物の購入量と補助率
指定作物名 種子量の下限 補助率
黒　大　豆 1.0 ㎏　 1/4
小　　　豆 1.5 ㎏　 1/2
山　の　芋 100 ㎏　 1/3
小　　　麦 －　 1/4

栗 5 本　 1/2
スイートコーン 2,000 粒　 1/4
丹波ひかみねぎ 0.1 ㍑　 1/4
ブルーベリー 15 本　 1/3

※小麦は、集落営農組織の取り組みに限ります。
※黒大豆は、枝豆出荷を含みます。
※ 22 年 4月から栗の補助率が変更になりました。

農地の貸し借りをするときは利用権を設定しましょう

［利用権設定とは？］
農地を貸し借りする際、法律に基づき貸し借りの権利（利用権）
を設定することをいいます。

［利用権設定の手続きは？］
①貸し手と借り手の間で、貸し借りの期間や賃借料などをよく
話し合い、「利用権設定申出書」を作成し、農会内の農地の動
きを把握いただくため地元農会長を通じて提出します。
②市では申出のあった利用権を農業委員会にはかり、決定後、
告示します（年４回）。
これにより、個人の間での貸し借りが公のものとなるため、貸
した農地は、期限がくれば離作料を支払うことなく必ず貸し手
に返ってくるようになります。また、借り手は、期間中は耕作
の権利が守られるため、安心して耕作ができ、農業の規模拡大
を図ることができます（※農地法の許可は不要）。
※利用権設定の期間中であっても、貸し手・借り手の話し合い
により「合意解約」をすることができます。
※期限がきても、あらためて利用権設定をすることで、引き続
き農地を貸し借りすることができます。
※利用権の期限が切れる約２か月前に市からお知らせし、更新
を希望される方には申出書をお送りします。
※初めて利用権を設定される場合、用紙は各支所などにもあり
ますのでご利用ください。
問 農林振興課（春日庁舎内）☎ 74‐1465

ＮＯＳＡＩの大豆共済に
加入しませんか

　近年、異常気象による不安定
な天候により、自然災害が多発
しています。大豆は、播種時期
や収穫時期の降雨による播種遅
れ・収穫の遅れ、生育期間中の
低温・日照不足など天候の影響
を受けやすい作物です。万一に
備えて大豆共済への加入をおす
すめします。
◇加入資格／大豆を５アール以
上作付されている農家または営
農組合
◇加入できる作物／白大豆、丹
波黒などの大豆。ただし、未成
熟のまま収穫される場合は除き
ます。
◇引受方式／耕地を一筆ごとに
損害評価などを行い共済金を支
払う「一筆単位方式」で耕地一
筆につき７割を補償します。
◇補償期間／発芽期（または移
植期）から収穫まで
◇補償対象となる共済事故／風
水害・干害・湿潤害などの気象
上の原因による災害や鳥獣害・
病虫害・火災により３割以上の
減収が認められた場合の被害
◇加入申込方法／６月８日（火）
までに農林振興課農業共済係ま
でご連絡ください。
問 農林振興課農業共済係（春日
庁舎内）☎７４‐１４７４
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シ
カ
個
体
群
管
理
事
業

銃
器
に
よ
る
シ
カ
の
一
斉
捕
獲
を

実
施
中
！

　

シ
カ
に
よ
る
農
林
作
物
の
被
害

が
、
地
域
や
集
落
に
深
刻
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
猟
友
会

の
ご
協
力
に
よ
り
、
銃
器
に
よ
る
シ

カ
の
一
斉
捕
獲
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
登
山
や
日
役
な
ど
で
山
に
入

ら
れ
る
と
き
は
、
目
立
つ
服
装
で
、

鈴
・
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
出
る
も
の
を

身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
な
ど
、
事
故

防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

入
山
日
程
な
ど
が
事
前
に
分
か
っ
て

い
る
場
合
は
、
農
林
振
興
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
期
間
／
７
月
14
日
（
水
）
ま
で
（
主

に
土
・
日
・
祝
日
に
実
施
）

■
と
こ
ろ
／
市
内
の
山
林　

問 

農
林
振
興
課
（
春
日
庁
舎
内
）
☎

74
‐
１
４
６
５

狩
猟
免
許
試
験
と
初
心
者
講
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

　

狩
猟
免
許
は
、
狩
猟
期
間
中
に
シ

カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
狩
猟
鳥
獣
を

捕
獲
す
る
の
に
必
要
な
資
格
で
す
。

ま
た
、
県
や
市
町
の
許
可
を
受
け
て

実
施
す
る
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
も
必
要

で
す
。

[

第
1
回
試
験]

■
申
込
期
間
／
６
月
7
日
（
月
）
〜

22
日
（
火
）

■
実
施
日
と
場
所
／
７
月
7
日
（
水
）

神
戸
、
姫
路
、
養
父
で
開
催

2010. ５たんば　　　　222010. ５たんば　　　　

販売単位 利用価格
（税込）

補助金額
（税込）

ダンプ降ろし
１台（約 1.5 ﾄﾝ） ５, １４５円 ５００円

軽ﾄﾗｯｸ直接持込
１台（約 0.3 ﾄﾝ） １, ０００円 ―

米
・
野
菜
・
花
は
土
づ
く
り
か
ら

「
市
島
ユ
ー
キ
」
を
使
っ
て

土
を
豊
か
に
し
ま
し
ょ
う
！

2010. ５たんば　　　　222010. ５たんば　　　　

「
市
島
ユ
ー
キ
」
を
使
っ
て

土
を
豊
か
に
し
ま
し
ょ
う
！

2010. ５たんば　　　　222010. ５たんば　　　　

「
市
島
ユ
ー
キ
」
を
使
っ
て

土
を
豊
か
に
し
ま
し
ょ
う
！

土づくりは農業の基本です。化学肥料や農薬などの化学合成物質
に頼らず、安全に地力を高めていくためには、良質な堆肥が必

要です。市島有機センターでは、畜産農家から排出される畜産廃棄物
などを原材料に、良質で均一な堆肥をつくっています。ダンプでの配
送やＪА丹波ひかみでの袋詰堆肥の販売もあり、補助制度もありま
すのでぜひご利用ください。
　

堆肥取締法に基づく主要な成分の含有量など現物あたり
窒素全量（％）1.21　ﾘﾝ酸全量（％）1.36
加里全量（％）1.72　炭素窒素比（C/N）14.00
原料　牛ふん、もみがら、ｺｰﾋｰかす、小麦かす
分析日　平成 22年 2月 17 日
堆肥検定先：（財）日本肥糧検定協会

　丹波ひかみ農協市島営農経済センター 
 　☎８５‐００２０
　市立市島有機センター ☎８５‐１１３８

市島有機
センター

愛育館・
ライフピア
いちじま

丹波市
役所
市島支所

いちじま

※直接持込による
販売は、軽トラッ
クのみ可能です。

申

﹇
第
２
回
試
験
﹈

■
申
込
期
間
／
８
月
9
日
（
月
）
〜

24
日
（
火
）

■
実
施
日
と
場
所
／
９
月
12
日
（
日
）

神
戸
で
開
催

＊
共
通
事
項

■
知
識
・
適
正
試
験
の
合
格
者
は
、

技
能
試
験
が
あ
り
ま
す
。

■
種
類
／
①
第
一
種
銃
猟
（
装
薬
銃
、

空
気
銃
）
②
第
二
種
銃
猟
（
空
気
銃
）

③
網
猟　

④
わ
な
猟

問 

丹
波
農
林
振
興
事
務
所　

森
林
林

業
課
☎
 72
‐
０
５
０
０
（
代
表
）

㈳
兵
庫
県
猟
友
会
で
は
、
上
記
の
狩

猟
免
許
を
受
験
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、

知
識
・
技
能
に
関
す
る
初
心
者
講
習

会
（
要
申
込
・
有
料
）
を
実
施
し
ま
す
。

問 
㈳
兵
庫
県
猟
友
会
☎ 

０
７
８
‐

３
６
１
‐
８
１
２
７

松
く
い
虫
特
別
防
除
を
実
施
し
ま
す

　

貴
重
な
松
林
を
松
く
い
虫
の
被
害

か
ら
守
る
た
め
、
松
く
い
虫
特
別
防

除
（
航
空
散
布
）
を
実
施
し
ま
す
。

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
実
施
日
と
実
施
区
域
／
①
６
月
１

日(

火)

・
22
日
（
火
）
山
南
町
阿
草
・

五
ヶ
野
・
山
本
・
小
野
尻
地
内
の
森

林　

②
６
月
２
日(

水)

・
23
日
（
水
）

氷
上
町
三
原
・
新
郷
地
内
の
森
林
、

春
日
町
柚
津
・
鹿
場
・
下
三
井
庄
地

内
の
森
林　

■
時
間
／
午
前
５
時
〜

午
前
10
時
ご
ろ　

※
天
候
に
よ
り
日

程
を
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問 

農
林
振
興
課
（
春
日
庁
舎
内
）
☎

74
‐
１
４
６
５

 

開催日 会　　場 時　　間

6月   3 日（木）   ～   6 日（日）ゆめタウン氷上センターコート 午前 10 時 30 分～正午
午後 1時～ 4時6月 10 日（木）～ 13 日（日）コモーレ丹波の森センターコート

6月 15 日（火）～ 16 日（水） 市役所 1 階ロビー

午前 10 時～正午
午後 1時～ 4時

6月 17 日（木）～ 18 日（金） 柏原支所 1階ロビー

6月 22 日（火）～ 23 日（水） 青垣支所 1階ロビー

6月 24 日（木）～ 25 日（金） 春日庁舎 1階ロビー

6月 29 日（火）～ 30 日（水） 山南支所 1階ロビー

7月　1日（木）  ～   2 日（金） 市島支所 1階ロビー

地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、

通
常
の
放
送
が
平
成
23
年

（
２
０
１
１
年
）
６
月
末
に
終
了
し
ま

す
。
７
月
１
日
か
ら
は
、
終
了
を
お

知
ら
せ
す
る
画
面
に
な
り
、
７
月
24

日
正
午
を
も
っ
て
す
べ
て
の
放
送
が

終
了
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放

送
に
完
全
移
行
し
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る

に
は
、
①
デ
ジ
タ
ル
対
応
の
テ

レ
ビ
に
買
い
換
え
る　

②
地
上
デ
ジ
タ

ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買
い
足
す　

③
デ
ジ

タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
録
画
器
を
接
続

す
る
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

地
デ
ジ
の
準
備
に
あ
た
り
、「
何

を
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な

い
」「
テ
レ
ビ
を
買
っ
た
の
に
デ
ジ
タ

ル
放
送
を
受
信
で
き
な
い
」
と
い
う

方
に
は
、
総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支

援
セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
）
が
お
手

伝
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
デ
ジ
サ

ポ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ロ
グ
放
送
も

平
成
23
年
７
月
24
日
ま
で
に

終
了
し
ま
す
の
で
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル

放
送
へ
の
移
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

地デジの
視聴の準備を
お早めに
視聴の準備を

＊地デジ説明会

■時間 /午前の部：午前 10 時～ 11 時　午後の部：午後 2時～ 3時

開催日 会　　場
6月 15 日（火）中 央 公 民 館
6月 18 日（金）柏 原 公 民 館
6月 22 日（火）青 垣 住 民 セ ン タ ー

開催日 会　　場
6月 24 日（木）春 日 公 民 館
6月 29 日（火）山 南 公 民 館
7月   1 日（木）市島農村環境改善センター

＊地デジ相談会

　総務省兵庫県テレ
ビ受信者支援センター
（デジサポ兵庫）では、
地デジに関する無料相
　談会と説明会を行い
　　ます。

地デジに関するお問い合わせは…

＊デジサポ（総務省テレビ受信者支援センター）
　  http://digisuppo.jp/
＊総務省地デジコールセンター
 　☎ 0570‐07‐0101（ナビダイヤル）
※上記がつながらない場合は、 ☎ 03‐4334‐1111（平
日午前９時～午後９時、土日祝日の午前９時～午後６
時）まで。

米
・
野
菜
・
花
は
土
づ
く
り
か
ら

農業　
　　
地デ
ジを楽

しもう !　　

地デジ相談会と説明会のご案内
ＨＰ
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お知らせ
丹波市観光施設整備事業補助金
の補助率が変更になりました

観光施設の整備に対する補助率が、
補助対象経費の 40％以内から、３
分の２以内に変更になりました。
この補助金は、市の観光をより活
性化するため、自治会や商工観光
団体が行う観光施設などの整備に
要する費用の一部を、200 万円を
限度に補助するものです。
問 観光振興課（春日庁舎内）
☎ 74‐1149

「無料夜間電話法律相談」が
はじまります

兵庫県弁護士会で
は、弁護士と精神
保健福祉士による
「無料夜間電話法律
相談」を実施しま
す。相談料は無料です。解雇、多
重債務、生活保護、家庭の問題など、
お気軽にご相談ください。
■電話相談日 /毎月第 2・第 4日
曜日　午後5時～午後9時
☎ 078‐341‐9600　■主催 /兵庫
県弁護士会

住宅の簡易耐震診断を
しませんか

診断を希望される住宅所有者宅
に、丹波市が「簡易耐震診断員」
を派遣して調査・診断を行い、そ
の結果を住宅所有者に報告しま
す。■対象住宅 /市内にある住宅
で、昭和56年５月 31日以前に着
工したもの。ただし、次の①～④
に該当する場合は対象となりませ
ん。①店舗併用住宅などで、住宅
としての使用面積が延べ面積の１
/２未満のもの。②ツーバイフォ
ー住宅や丸太組工法の住宅。③「建
物の区分所有等に関する法律」が
適用される住宅については、同法
3条に基づく管理組合の議決等が
ない住宅。④平成12年度～ 14年
度実施の「わが家の耐震診断推進
事業」の耐震診断を受けた住宅。
■診断手数料 /１棟あたり 3,000
円（木造戸建て住宅の場合）■申
込先 /　都市住宅課、市役所地域
振興課、各支所　
問 都市住宅課（春日庁舎内） ☎
74‐2364

国民健康保険に加入
のみなさんへ
届け出はお済み
ですか？

退職などにより健康保険をやめた
方、就職などで職場の健康保険に
加入した方は、国保への加入や喪
失の届け出が必要です。加入の届
け出が遅れると、加入資格を得
た月までさかのぼって保険料を納
めることになります。また、会社
などを退職して国保に加入した人
は、65歳になるまでの間、「退職
者医療制度」による医療を受ける
ことになります。年金の受給権の
発生日が、退職被保険者になる日
です。年金証書を受け取ったら国
保の窓口で届出をしてください。
◇退職者医療制度の対象となる人 /
①厚生年金や各種共済組合などの
年金を受けている人で、その加入
期間が 20年以上、もしくは 40歳
以降 10年以上ある人（退職被保
険者）②退職被保険者と生活をと
もにし、主に退職被保険者の収入
によって生計を維持している人
（退職被扶養者）
問 国保・医療課（氷上保健センタ
ー内）　☎82‐6690

不法滞在・不法就労防止に
ご理解ご協力を

現在、わが国の不法滞在者は、
約 12 万８，０００人から約 13
万６，０００人と推定されており、
その大部分は不法就労しているも
のとみられています。外国人を雇
用する際には、パスポートなどを
見て、働くことができる在留資格
であるかよく確認してください。
警察では、不法滞在・不法就労な
どの来日外国人犯罪の取締りのほ
か、企業などに対して不法就労防
止の呼びかけや、外国人従業員・
研修生などに対しては、事件・事
故などの被害に遭わないためのア
ドバイスなども行っています。
問 丹波警察署 ☎ 72‐０１１０

びんの正しい出し方

びんの分別収集時には次のことに
注意してください。
①びんの中身は使いきり、水洗い
や拭き取るなどして中身が残って
いないようにしてください。
②キャップ（ふた）は取り除いて
ください。食料調味料に使われて
いる打栓式のキャップ部分は無理
に取らなくても構いません。
③飲み薬以外の薬品びん、哺乳び
んやガラス製のコップなどは「び
ん」では出さないで「ガラス陶器類」
で出してください。
④４月から、化粧びんは「びん」
で排出できるようになりました（山
南地域は除く）。
⑤びんは、３色（無色、茶色、そ
の他色）に分けてください。（山南
地域は除く）
詳しくは「ごみ分別・収集カレン
ダーのびんの出し方」をご覧いた
だき、ごみ減量化・資源化と正し
い分別にご協力ください。
※「ごみ分別・収集カレンダー」は、
地域により収集日程などが異なる
ため、地域毎に作成しています。
環境整備課、春日庁舎地域振興課、
各支所、市内のコンビニエンスス
トア（広報設置店）に設置してい
ますので、ご利用ください。
※市のホームページからもご覧い
ただけます。
問 環境整備課 ☎ 82‐1292

入居者募集
市営住宅・特定公共賃貸住宅

■募集団地 ･戸数／①市営住宅 ･･･ 園部団地 (春日町園部 )２DK
４戸、柊団地（市島町喜多） ３DK１戸 ②特定公共賃貸住宅 (前月
の応募状況により募集戸数が減る場合があります )･･･ 挙田団地 (
柏原町挙田 )３DK２戸、下滝団地 (山南町下滝 )３DK３戸、応相
寺団地 (青垣町中佐治 )３LDK２戸、城ヶ花団地 (市島町酒梨 )４
LDK４戸 ､２LDK３戸、のこの団地 (春日町野上野 ) ３LDK２戸　
■申込み受付期間／６月１日 (火 )～ 15日 (火 )
■申込み受付窓口／春日庁舎都市住宅課、市役所地域振興課、各
支所　■申込者多数の場合は抽選により決定　■入居予定時期／
平成22年７月中旬ごろ
※市内の県営住宅の申込み登録も随時受付中。
問 都市住宅課（春日庁舎内）☎74‐2364

ＨＰ

入居申込には、同居親族の有無や所得など条件があります。家賃や
必要書類など、詳しくは都市住宅課までお問い合わせください。

図書館サポーター
養成講座　

図書館に関心のあ
る方、もっと図書
館のことを知りたい方、そして、図
書館でサポーター（ボランティア）
として活動してみようと思われる
方、ぜひご参加ください。市内在住・
在勤・在学の 18歳以上の方ならど
なたでも参加できます。
■とき /７月３日 (土 )・10日 (土 )
・17 日 ( 土 ) の午後１時 30 分～４
時（予定）※各日とも同じ内容で
すので、３日間のうち都合の良い
日をご連絡ください。■ところ /中
央図書館視聴覚室　■内容 /図書館
業務の説明、ボランティア活動に
ついて　ほか　■申込締切 /６月
29日 (火 )※講座を受講されたうえ
で、図書館サポーター (ボランティ
ア )として活動いただけるかご検討
ください。
▢申問 中央図書館☎ 82‐7100　　

第１回　子育て支援講習会
～丹波市ファミリーサポート
センター～

① 6 月 22 日（火）
「ファミリーサポー
トセンターとは」
「検証　子育て中
のヒヤリ・ハット」
～ケガや事故から
子どもを守る～　講師 / 市消防署
職員　② 6 月 25 日（金）「子ども
のあそび」～こころを育むおはな
しのちから～　講師 / 文庫「もり
のなか」こどものとしょかん主宰・
今西茂子氏 　③ 6月 29 日（火）「子
どものこころ」～育児ストレスと
上手につき合おう！～　講師 / 川
西こども家庭センター・柏原分室
心理判定員・志賀亜左子氏 
［①～③共通事項］
■対象者 / 協力 ･ 両方会員、子育
て支援に興味、関心のある方　■
定員 /約 30 人 ■参加費 /無料（託
児有、無料）■ところ / 氷上健康
福祉センター■内容 / 問▢申丹波市
ファミリーサポートセンター☎70-
2244

隣保館事業　参加者募集
菊作り教室 ～ 3本仕立てを
一緒に育てましょう～

■とき /６月 15日（火）（11月ま
で随時）午後1時 30分～ 4時　■
場所 /氷上文化センター（氷上町
西中107-1）■定員 /20人　■費用
/材料費のみ個人負担　■募集期間
/６月１日（火）～10日（木）
▢申問 氷上文化センター ☎ 82-1064
　FAX：82-4086 七日市会館 ☎ 74-
2310　FAX：74-2310　柏原人権啓
発センター ☎ 72-2434　FAX：72-
3417　　　　　　　　　　

図書館サポーター

ご　み

国民健康保険に加入

高齢者の方の免許証の自主返納を支援

「そろそろ危険かな？」と思ったら…
ご連絡ください

市では、高齢運転者による交通事故を減少するため、4月 1日
から高齢運転者（65歳以上）の方を対象に、運転免許証の自
主返納を支援しています。
■対象 /運転免許証を自主返納された方　
■支援内容 /奨励金として「たんば共通商品券（10,000円分）」
　　　　　　運転経歴証明書交付手数料補助金として1,000円
■申請場所 /市役所、各支所　
■申請に必要なもの /運転経歴証明書
　※事前に丹波警察署で入手してください。
■詳しくは、生活安全課 ☎ 82‐1532まで。

募　集

６月１日は「善意の日」

ＪＲ柏原駅で啓発グッズの配布な
どを行います。
問 社会福祉課（春日庁舎内） ☎ 74
‐1028

表示のものは、市ホームページ（http://www.city.tamba.hyogo.jp/）にも情報を掲載しています。ＨＰ
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市民と行政がともに考える
行政懇談会

参加者を募集します

各地域が抱えている課題などを市民のみなさんと共有
し、ともに地域づくりについて考える機会として、行
政懇談会の参加者を募集します。
■とき・ところ・申込先 /

■内容 /①行政報告（平成 22年度予算ガイドに基づく
重要施策の説明）　②地域課題に対する回答　③懇談※
②は事前に地域から課題をいただいています。■参加
者 /各自治会長など、一般参加者、市長、副市長、教育長、
各部長　■一般参加者の定員 /20 人　※定員になり次
第締切　※一人 1会場のみ参加可　■申込方法 /各申
込先へ直接ご連絡ください　
問 総務課 ☎ 82‐1002

山内　希
き ら

空 豊和 柏原町柏原

時本　拓
たくみ

実 実 柏原町柏原

松下　  翔
しょう

文高 山南町和田

奥野　遥
かなた

陽 大介 氷上町石生

１　

２　

３　

４　

５     

６　

７　

８　

９　

10 　

11　

 

12　

13　

14　

15　

16　

17　

18　

19　

20　

21　

22　

23　

24　

25　

26　

27　

28　

29　

30　
　

火 　

水　

木　

金　

土     

日　

月　

火 　

水　

木　

金　

土     

日　

月　

火     

水　

木　

金     

土     

日　

月　

火 　

水　

木　

金　

土　

日　

月　

火 　
水　

６月

情報ひろば

　　　世帯数と人口

総人口　６９，７２６人 　（‐２７）
 　男　　３３，４４１人 　（‐１５）
 　女　　３６，２８５人 　（‐１２）
 世帯数　２４，３２１世帯（２２９）
＊平成 22 年４月末現在・(　) 内は前月比
＊住民基本台帳に基づいて掲載

市内交通事故発生状況　
人身事故　　　１０８件  （　１８）
死　　者　　　　　０人  （　‐１）
傷　　者　　　１３６件  （　２１）
物損事故　 　 ８２２件  （　４６）   
＊平成 22 年４月末現在・（　）内は前年比

固定資産税（１期）
軽自動車税（一括）
５月 31 日（月）まで
■次回の予定
市県民税（１期）
国民健康保険税（１期）
６月 30 日（水）まで
問 税務課 ☎８２‐２００３

＊今月の税＊ 口座振替で
納付いただいて
いる方は、納期限
までに口座残高
の確認をお願
いします。いします。

6/24（木）市島住民センター
6/25（金）山南住民センター
6/30（水）青垣住民センター
＊午前 11 時 30 分～午後３時 30 分

＊今月の献血＊

 献血カー
ドをお持ち
ください

戸籍のまど
お誕生おめでとうございます
赤ちゃん　保護者　住　所

　４月届出順（敬称略）

お悔やみ申し上げます
氏　名 　年齢   住　 所 

「ノーマイカー通勤３days」参加者募集

徒歩・自転車・相乗り・公共交通機関…

　丹波市では、エネルギー消費の約半分を運輸部
門が占めています。これは全国平均の２倍以上で、
市をあげて意識的、戦略的に取り組まなければ減
らすことができない大きな課題です。運輸部門の
ＣＯ２排出量を削減できなければ、省エネルギー
の促進などでＣＯ２を削減しても、その効果は低
いものになってしまいます。
　そこで、2008 年の洞爺湖サミットの開催を契
機に設けられた「クールアースデー」の一斉行動
（エコウェーブ）として、環境負荷の高いマイカ
ーを自粛し、徒歩や自転車、公共交通機関を利用
する「ノーマイカー通勤運動」を実施します。参
加される個人、企業・事業所、団体の方は、「ノ
ーマイカー通勤３ｄａｙｓ」に申し込みの上実施
し、終了後に「実施状況報告書」を提出してくだ
さい。この報告書をもとに、取組成果、削減した
ＣＯ２（推計）を市のホームページで公表します。

■実施方法 /マイカー通勤の方は、徒歩、自転車、
カーシェアリング（相乗り）、公共交通機関の
利用などにより、できる範囲でマイカー利用を
自粛する。
＊目安　・片道２Ｋｍ以内　→徒歩
　　　　・片道５Ｋｍ以内　→自転車　
　　　　・その他　→カーシェアリング（相乗    
　　　　　り）、公共交通利用
■参加対象 /個人、企業・事業所、団体（但し
公共交通機関利用での個人参加は不可）
■募集期間 /６月１日（火）～30日（水）
■申込方法 /参加申込書を環境政策課へ送付し
てください。申込書は市のホームページからも
ダウンロードできます。■その他 /当運動によ
る公共交通機関の利用料金を当実行委員会が負
担します。詳しくは下記までお問い合わせくだ
さい。

［実施期間］　７月７日（水）～９日（金）の３日間（内１日以上参加日）

開催日時 開催場所 申込先
6 月 5 日（ 土 ）
午後7時30分～

中央公民館
大会議室

市役所地域振興課
☎ 82‐0250

6 月 12 日（ 土 ）
午後7時 30分～

ライフピアいちじま
研修室

市島支所
☎ 85‐1001

6 月 13 日（ 日 ）
午後2時～

柏原公民館
会議室A

柏原支所
☎72‐0544

6 月 13 日（ 日 ）
午後7時 30分～

青垣住民センター
別館大ホール

青垣支所
☎87‐1001

6 月 19 日（ 土 ）
午後7時 30分～

春日公民館
大会議室

地域振興課（春日）
☎ 74‐0221

6 月 20 日（ 日 ）
午後7時 30分～

山南住民センター
集会室

山南支所
☎77‐0240

市民と行政がともに考える

足立みつゑ 99歳 氷上町稲継

足立　　實 88歳 青垣町中佐治

小寺きみ子 93歳 青垣町東芦田

村岡　正則 68歳 山南町金屋

廣岡　幹雄 72歳 氷上町西中

橋本きく江 91歳 青垣町大名草

形田　淺夫 83歳 山南町下滝

渕上　光子 89歳 市島町与戸

岩本きぬゑ 103歳 青垣町佐治

服部たまゑ 99歳 山南町山崎

泉　　とう 95歳 氷上町新郷

西垣　久子 53歳 青垣町西芦田

髙見　　勝 78歳 春日町黒井

永井　　要 91歳 山南町阿草

後藤三代子 78歳 山南町井原

吉竹　　誠 53歳 柏原町柏原

足立ふさゑ 94歳 青垣町市原

芦田嘉栄治 82歳 春日町黒井

婦木　悦次 93歳 春日町野村

山本　泰子 73歳 春日町黒井

由良　和之 68歳 氷上町北油良

足立　　瞳 50歳 青垣町沢野

江田　正夫 84歳 春日町東中

武田　二郎 69歳 青垣町惣持

青木喜代美 60歳 市島町中竹田

田邉　正美 65歳 氷上町絹山

塚口　時彦 67歳 氷上町油利

土田　　勤 76歳 柏原町南多田

植村　勝次 87歳 山南町下滝

蘆田　義明 75歳 氷上町鴨内

大前みさほ 84歳 氷上町清住

田村　　勇 65歳 柏原町柏原

義積ふじゑ 85歳 春日町野上野

久下ふくゑ 80歳 山南町谷川

塩見つよの 89歳 市島町中竹田

細見　朝子 94歳 春日町栢野

田村　和己 61歳 青垣町沢野

藤原　　忠 69歳 山南町小野尻

青木　敏一 72歳 市島町中竹田

足立　春雄 90歳 氷上町稲畑

足立　敏治 71歳 氷上町上成松

清水　　透 62歳 柏原町下小倉

畑田　公代 49歳 青垣町沢野

足立　　薫 76歳 氷上町絹山

西田　德雄 74歳 青垣町沢野

山内てるゑ 81歳 春日町広瀬

福井　良雄 82歳 春日町野村

亀井　廣治 78歳 春日町古河

芦田　平雄 84歳 氷上町鴨内

吉竹　多市 93歳 柏原町下小倉

大西智英子 74歳 柏原町上小倉

藤林　正美 90歳 氷上町上新庄

笹倉すみゑ 83歳 山南町奥

中道キヨ子 85歳 山南町西谷

村上　辰男 84歳 山南町谷川

西垣きぬ子 96歳 山南町長野

石見　嘉三 74歳 氷上町下新庄

野村　春雄 89歳 春日町野村

藤井　　明 56歳 山南町草部

安田　　昇 79歳 市島町市島

田野　久子 86歳 氷上町福田

山本　種雄 82歳 氷上町油利

井口　伊鈴 55歳 春日町平松

荻野　益榮 94歳 春日町野山

山本　忠夫 79歳 春日町栢野

上田志ず枝 102歳 春日町黒井

山内ミスヱ 91歳 春日町松森

髙雄　利明 84歳 市島町徳尾

西山　日
ひさき

咲 啓介 市島町中竹田

香山　麗
れいな

奈 剛基 氷上町犬岡

岩崎瑠
る き あ

稀愛 礼征 春日町小多利

樋口　晴
はるき

輝 仁志 柏原町南多田

青木　莉
り あ

愛 敏明 春日町野村

高橋　慶
よしき

紀 章尚 氷上町新郷

田村　星
せ な

七 浩太 氷上町賀茂

雪岡　史
しりゅう

龍 隆史 山南町奥

吉田花
か の か

乃香 綱和 山南町長野

田中　凛
りんか

華 直人 氷上町賀茂

廣岡　蓮
れ ん

夢 伸朗 氷上町西中

赤穗　利
りゆう

悠 達也 市島町酒梨

足立　  尊
たける

秀幸 氷上町市辺

近藤　歩
ほまれ

希 孝正 春日町柚津

蘆田　夢
ゆめろう

郎 祐 青垣町東芦田

足立　香
か ほ

穂 龍哉 青垣町口塩久

藤澤　悠
ゆうや

也 卓也 柏原町柏原

山田　百
ももか

華 浩伸 山南町太田

足立　拓
たくと

登 裕保 青垣町西芦田

足立莉
り お な

央奈 隆行 春日町石才

稲本　奏
そ あ

愛 亨 春日町国領

荻野　太
たろう

朗 浩太 市島町酒梨

辻　　大
だいご

悟 康裕 春日町野山

藤井清
せいしろう

士郎 靖之 柏原町下小倉

藤原　聖
せ な

奈 茂之 氷上町成松

一原　愛
あいこ

子 直之 氷上町市辺

足立　雄
ゆうせい

星 義隆 青垣町口塩久

福山　仁
に な

菜 慎 市島町中竹田

大平　翔
と わ

和 大 柏原町挙田

中能　莉
り こ

子 慎哉 氷上町石生

足立　   貫
かん

健之 氷上町香良

山内　千
ち お

桜 浩 青垣町大稗

森本さくら 義三 市島町上竹田

赤對　彩
あ い

衣 謙弘 氷上町三原

秋山　陽
ひいろ

朗 晋治 春日町野上野

山本　瑞
みずき

葵 大輔 春日町棚原

廣瀬　結
ゆうり

理 由直 山南町井原

CO
OL
  EA
RTH  DAY

問 ▢申丹波市クールアースデー実行委員会事務局（環境政策課内） ☎ 82-1290　FAX：82-5448
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：eco-kankyo@city.tamba.hyogo.jp

表示のものは、市ホームページ（http://www.city.tamba.hyogo.jp/）にも情報を掲載しています。ＨＰ

ＨＰ

　　「広報たんば」は、市のホームページ（http://www.city.tamba.
hyogo.jp/）でもご覧いただけます。

ＨＰ
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講演

とき

ところ

講師

丹波市では、「いつまでも健康で安心して暮らせるまち」「人と人、人と自然が共生し、
未来につながるまち」「地域を支えるにぎわいと活力あるまち」づくりを基本理念

として、人権文化を育む豊かなまちづくりをめざし、市政のあらゆる施策に人権尊重
の考えを取り入れるとともに、すべての市民が個人として尊重される明るく住みよい
社会の実現に努めています。

人権問題は、市民一人ひとりの問題であり、決して他人事ではありません。この市
民運動は、すべての市民の人権が真に尊重される “人権文化の花が咲くまち丹波市”

の実現をめざした取り組みを、市民とともに積極的に推進していくものです。

今回は、住民人権学習支援者全体研修会も兼ねていますので、みなさんのご来場を
お待ちしています。

「
人
権
文
化
を
す
す
め
る
市
民
運
動
」
推
進
大
会

住
民
人
権
学
習
支
援
者
全
体
研
修
会

６月10日（木）午後７時30分～
　春日文化ホール

これまで光の当たっていなかった世
界や人々にスポットを当て、取材す
ることによって社会問題を提起する
異色の作家。平成３年、アメリカ取
材で２年をかけた『私を抱いてそし
てキスして～エイズ患者と過ごした
一年の壮絶記録～』で第 22回大宅
壮一ノンフィクション賞を受賞。ノ
ンフィクション作品の他に、コミッ
クの原作や恋愛エッセイ、小説にも
定評があり、著作は125作に及ぶ。

「一緒に生きて行こう」
　　‐あなたの愛を求めています‐

家
い え だ し ょ う こ

田荘子さん（作家・僧侶）

［ 主催 ］　丹波市・丹波市教育委員会

※手話・要約筆記あり。託児をご希望の方
は、５月 28 日（金）までに氷上文化センタ
ー ☎ 82‐1064 までお申し込みください。

入場無料 事前申込不要

毎月第４木
曜日　朝８

時９分～

ラジオ関西
（558KHz・

約 15 分間）

「三上公也の
情報アサイチ

」の番組内の

｢ おもしろ丹
た ん ば が く

波楽 ｣のコー
ナーで丹波

市を

ご紹介！月
に一度、丹

波市の観光
情報をはじ

め

さまざまな
ニュースを

放送します
。

楽しく丹波
市を知って

いただくコ
ーナーです

。

みなさん、
ぜひお聞き

ください。

丹波市
PR大作戦
実施中！
問 観光振興課（春日庁舎内）

☎ 74‐1149


